
船舶による放射性物質等の運送基準の細目等を定める告示 （昭和五十二年十一月十七日号外運輸省

告示第五百八十五号）

（用語）

第一条 この告示において使用する用語は、危険物船舶運送及び貯蔵規則（昭和三十二年運輸省令第

三十号。以下「規則」という。）において使用する用語の例による。

第一条の二 規則第二条第一号ト(1)の告示で定める放射性物質は、次の各号のいずれかに該当する

もの以外のものをいう。

一 放射能濃度が別表第一、別表第三、別表第四又は別表第五の第一欄の放射性物質の種類又は区

分に応じ、それぞれ当該各表の第四欄（別表第四及び別表第五にあつては、第三欄）に掲げる数

量（以下「免除濃度」という。）未満のもの。

二 一の荷送人により輸送物を運搬するにあたり、当該輸送物すべてに含まれる放射能の総量が別

表第一、別表第三、別表第四又は別表第五の第一欄の放射性物質の種類又は区分に応じ、それぞ

れ当該各表の第五欄（別表第四及び別表第五にあつては、第四欄）に掲げる数量未満のもの。

三 鉱石等に含まれる放射性物質の放射能濃度が当該放射性物質の免除濃度の十倍を超えないもの。

四 放射性物質が含まれる製品であつて、国土交通大臣が適当と認めるもの。

２ 規則第二条第一号ト(2)の告示で定める密度は、次の表の上欄に掲げる放射性物質の区分に応じ

、それぞれ同表の下欄に掲げる密度とする。

放射性物質の区分 密度

アルファ線を放出する低危険性の放射性物質（天然ウラン、劣化ウ 毎 平 方 セ ン チ メ ー ト ル

ラン、天然トリウム、ウラン二三五、ウラン二三八及びトリウム二 ○・○四ベクレル

三二、鉱石、物理的精鉱及び化学的精鉱に含まれるトリウム二二八

及びトリウム二三○並びに物理的半減期が一○日未満のものをい

う。以下同じ。）以外のアルファ線を放出する放射性物質

アルファ線を放出しない放射性物質及びアルファ線を放出する低危 毎 平 方 セ ン チ メ ー ト ル

険性の放射性物質 ○・四ベクレル

（空容器の放射性物質の密度）

第一条の三 規則第五条の二第二号の告示で定める密度は、前条第二項の表の上欄に掲げる放射性物

質の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる密度とする。

（核分裂性物質）

第二条 規則第七十一条第一項第二号の告示で定める放射性物質等は、ウラン二三三、ウラン二三五

、プルトニウム二三九、プルトニウム二四一及びこれらの化合物並びにこれらの物質の一又は二以

上を含む物質（天然ウラン及び劣化ウラン（熱中性子炉で照射されたものを含む。）並びに核分裂

性核種の質量の合計が〇・二五グラム未満のものを除く。）（以下「核分裂性物質」という。）で

あつて、次の各号のいずれかに該当するもの以外のものとする。

一 ウラン二三五の濃縮度が一パーセント以下であつて、かつ、プルトニウム及びウラン二三三の

質量の合計のウラン二三五の質量に対する比率が一〇〇分の一以下であつて、全体に均一に分布

しているもの。ただし、ウラン二三五が金属、酸化物又は炭化物として存在するものにあつては

、当該物質が格子状配列とならないものに限る。

二 硝酸ウラニル溶液のうち次に掲げる基準に適合するもの

イ ウラン二三五の濃縮度が二パーセント以下であること。

ロ プルトニウム及びウラン二三三の質量の合計のウランの質量に対する比率が一〇〇、〇〇〇

分の二以下であること。

ハ 窒素の原子数の質量の合計のウランの質量の原子数に対する比率が二以上であること。



三 一又は二以上の輸送物を運搬するにあたり、ウラン二三五の濃縮度が五パーセント以下であつ

て、次に掲げる基準に適合するもの。ただし、当該輸送物に含まれる核分裂性核種の質量の合計

が四十五グラム以下であるものに限る。

イ ウラン二三五の質量が三・五グラム以下であること。

ロ プルトニウム及びウラン二三三の質量の合計のウラン二三五の質量に対する比率が一〇〇分

の一以下であること。

四 一又は二以上の輸送物を運搬するにあたり、個々の輸送物中の核分裂性核種の質量が二グラム

を超えないもの。ただし、当該輸送物すべてに含まれる核分裂性核種の質量の合計が十五グラム

を超えないものに限る。

五 一又は二以上の輸送物を専用積載として運搬するにあたり、当該輸送物すべてに含まれる核分

裂性核種の質量が四十五グラムを超えないもの

六 前各号に掲げるもののほか、運搬中において臨界に達しない輸送物として国土交通大臣が適当

と認めるもの

（線量当量率の算定）

第三条 規則第七十三条第七号の告示で定める線量当量率は、一センチメートル線量当量率とする。

ただし、国土交通大臣が適当と認めた場合はこの限りでない。

（ L 型輸送物に収納される核分裂性物質）

第三条の二 規則第七十三条第九号の告示で定める核分裂性物質は、第二条各号の一に該当するもの

をいう。

（ L 型輸送物として運送できる放射性物質等）

第四条 規則第八十条第一項第一号の放射性物質等として告示で定めるものは、次の各号の一に該当

する放射性物質等とする。ただし、自然発火性の放射性物質等及び核分裂性物質（第二条各号の一

に該当するものを除く。）を除く。

一 放射性物質等（六フッ化ウランにあつては、質量が〇・一キログラムを超えないものに限る。

）であつて、次の表の上欄に掲げる区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる量を超えない放射

能を有するもの

放射性物質等の区分 放射能の量

容易に散逸しない固体状の放射性物質等又はカプセルに密 別表第一から別表第四まで

封された放射性物質等であつて、次に掲げる基準に適合す 及び別表第六の第一欄に掲

るもの（以下「特別形放射性物質等」という。） げる放射性物質の種類又は

イ 外接する直方体の少なくとも一辺が〇・五センチメー 区分に応じ、それぞれ当該

固 トル以上であること。 各表の第二欄に掲げる数量

ロ 別記第一に定めるところにより、衝撃試験及び打撃試 （ 以 下 「 A1 値 」 と い う 。

験（長さが一〇センチメートル以上であり、かつ、長さ ）の一、〇〇〇分の一

の幅に対する比率が一〇以上である放射性物質等にあつ

ては、衝撃試験、打撃試験及び曲げ試験）を行つた場合

に損壊せず、加熱試験を行つた場合に溶融又は分散せず

、並びに浸漬試験を行つた場合に水中への放射性物質の

漏えい量が、二キロベクレルを超えないものであること

。ただし、国土交通大臣の適当と認める基準による場合

は、この限りでない。

特別形放射性物質等以外のもの 別表第一から別表第六まで

の第一欄に掲げる放射性物

質の種類又は区分に応じ、



体 それぞれ当該各表の第三欄

（別表第四及び別表第五に

あつては、第二欄）に掲げ

る 数 量 （ 以 下 「 A2 値 」 と

い。）の一、〇〇〇分の一

液 特別形放射性物質等又は特別形放射性物質等以外のもの A2 値 の 一 〇 、 〇 〇 〇 分 の
一

体

気 トリチウム 〇・八テラベクレル

その他のもの 特別形放射性物質等 A1 値の一、〇〇〇分の一

体 特別形放射性物質等以外のもの A2 値の一、〇〇〇分の一

二 時計等の機器又は装置（放射性物質を封入する機能のみを有するものを除く。以下「機器等」

という。）に含まれる放射性物質等であつて、次に掲げる基準に適合するもの（前号に掲げるも

のを除く。）

イ 次の表の上欄に掲げる放射性物質等の区分に応じ、機器等一個当たりに含まれる放射性物質

等の放射能が、それぞれ同表の中欄に掲げる量を超えず、かつ、機器等が収納され、又は包装

されている放射性輸送物一個当たりに含まれる放射性物質等の放射能が、それぞれ同表の下欄

に掲げる量を超えないこと。

放射能の量
放射性物質等の区分

品目毎限度 輸送物毎限度

固 特別形放射性物質等 A1 値の一〇〇分の一 A1 値

体 特別形放射性物質等以外のもの A2 値の一〇〇分の一 A2 値

液 特別形放射性物質等又は特別形放 A2 値の一、〇〇〇分の一 A2 値の一〇分の一
体 射性物質等以外のもの

トリチウム 〇・八テラベクレル 八テラベクレル

気 その他 特別形放射性物質等 A1 値の一、〇〇〇分の一 A1 値の一〇〇分の一

体 のもの 特別形放射性物質等以外 A2 値の一、〇〇〇分の一 A2 値の一〇〇分の一

のもの

ロ 収納され、又は包装されていない状態で当該機器等の表面から一〇センチメートル離れた位

置における線量当量率（線量当量率は、一センチメートル線量当量率とする。ただし、国土交

通大臣が適当と認めた場合は、この限りでない。）の最大値（以下「最大線量当量率」という。

）が毎時一〇〇マイクロシーベルトを超えないこと。

ハ 放射線発光塗料を用いていない機器等にあつては、「放射性」の文字又は「 Radioactive」の

文字が表示されていること。ただし、当該機器等に表示することが困難なものについては、当

該機器等に表示することを要しない。

ニ 機器等で完全に封入されていること。

三 機器等を構成する照射されていない天然ウラン、照射されていない劣化ウラン若しくは照射さ

れていない天然トリウム又はこれらの化合物であつて、次に掲げる基準に適合するもの（前二号

に掲げるものを除く。）

イ 機器等に他の放射性物質が含まれないこと。

ロ 不活性材料で完全に覆われていること。

四 放射性物質等が収納されたことのある空の容器であつて、次に掲げる基準に適合するもの

イ 破損等がなく、かつ、確実に閉じられていること。

ロ 容器の構成部品に使用されているウラン又はトリウムの表面が不活性材料で完全に覆われて

いること。

ハ 内部の放射性物質の密度が第四条の三に定める密度の一〇〇倍を超えないこと。



ニ 放射性物質等を運送し、又は貯蔵した際に付された標札又はその際に行われた表示等が除去

され、消され、又は覆われていること。

（表示を要する L 型輸送物）

第四条の二 規則第七十三条第六号の告示で定める放射性物質等は、前条第一号に掲げるものとする。

（ L 型輸送物に係る表面密度限度）

第四条の三 規則第七十三条第八号の告示で定める密度は、次の表の上欄に掲げる放射性物質の区分

に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる固定されていない（通常の取扱いにおいて、はく離するおそ

れがある状態をいう。以下同じ。）放射性物質の密度とする。

放射性物質の区分 密 度

アルファ線を放出する低危険性の放射性物質以外のアルファ線を放 毎平方センチメートル

出する放射性物質 〇・四ベクレル

アルファ線を放出しない放射性物質及びアルファ線を放出する低危 毎平方センチメートル

険性の放射性物質 四ベクレル

（A 型輸送物として運送できる放射性物質等の量の限度）

第五条 規則第八十条第一項第二号の告示で定める量は、次の表の上欄に掲げる放射性物質等の区分

に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる放射能の量とする。

放射性物質等の区分 放射能の量

特別形放射性物質等 A1 値

特別形放射性物質等以外のもの A2 値

（液体の放射性物質等が収納されている A 型輸送物）

第五条の二 規則第七十四条第四号イの告示で定める量は、A2 値とする。

２ 規則第七十四条第四号イの告示で定める外国は、国際海上危険物規程（ IMDG コード）の採択国

とする。

（A 型輸送物に係る条件）

第六条 規則第七十四条第八号の告示で定める条件は、別記第三第一号に掲げる条件とする。

２ 規則第七十四条第九号の告示で定める条件は、別記第三第二号に掲げる条件とする。

（BM 型輸送物に係る条件）

第七条 規則第七十五条第二号の告示で定める条件は、別記第四に掲げる条件とする。

第八条 規則第七十五条第三号の告示で定める条件は、別記第五に掲げる条件とする。

第八条の二 規則第七十五条第四号の告示で定める条件は、別記第六に掲げる条件とする。

（BM 型輸送物に係る漏えい量）

第九条 規則第七十五条第二号ロの告示で定める量は、A2 値の一、〇〇〇、〇〇〇分の一とする。

２ 規則第七十五条第三号ロの告示で定める量は、 A2 値とする。ただし、クリプトン八五にあつて

は、A2 値の一〇倍の放射能量とする。

（BM 型輸送物に係る放射能量）

第九条の二 規則第七十五条第四号の告示で定める量は、 A2 値の一〇〇、〇〇〇倍の放射能の量と

する。

（低比放射性物質等）

第十条 規則第八十条第二項の告示で定める低比放射性物質は、次の各号のいずれかに該当する放射

性物質等（自然発火性のものを除く。）であつて、当該放射性物質等を集積した場合において、そ

の表面から三メートル離れた位置における最大線量当量率が毎時一〇ミリシーベルトを超えないも

のとする。

一 次に掲げる放射性物質等（以下「 LSA ―Ⅰ」という。）

イ ウラン又はトリウムの鉱石又は精鉱



ロ 照射されていない天然ウラン、照射されていない劣化ウラン若しくは照射されていない天然

トリウムであつて、固体状のもの、固体状若しくは液体状のこれらの化合物又はこれらの物質

の一若しくは二以上を含む物質

ハ 核分裂性物質以外の放射性物質であつて、A2 値に制限がないもの

ニ 核分裂性物質以外の放射性物質が全体に均一に分布しており、かつ、平均放射能濃度（放射

性物質等の全体について平均した放射能濃度をいう。以下同じ。）が免除濃度の三○倍を超え

ないもの

二 前号に掲げる放射性物質等以外のものであつて、次の表の上欄の区分に応じ、同表の下欄に掲

げる基準に適合するもの（以下「 LSA ―Ⅱ」という。）

放射性物質等の区分 基準

可燃性のものであつて 放射能の量が A2 値の一〇〇倍（湖川港内のみを航行する船舶に

、放射性物質が全体に 積載されるものにあつては、 A2 値の一〇倍）を超えず、かつ、

固 分布しているもの 平均放射能濃度が一グラム当たり A2 値の一〇、〇〇〇分の一を

超えないこと。

可燃性でないものであ 平均放射能濃度が一グラム当たり A2 値の一〇、〇〇〇分の一を

体 つて、放射性物質が全 超えず、かつ、湖川港内のみを航行する船舶に積載されるもの

体に分布しているもの にあつては、放射能の量が A2 値の一〇〇倍を超えないこと。

トリチウム水 放射能の量が四ペタベクレル（湖川港内のみを航行する船船に

積載されるものにあつては、〇・四ペタベクレル）を超えず、

液 かつ、平均放射能濃度が一リットル当たり〇・八テラベクレル

を超えないこと。

トリチウム水以外のも 放射能の量が A2 値の一〇〇倍（湖川港内のみを航行する船舶に

体 のであつて、放射性物 積載されるものにあつては、 A2 値の一〇倍）を超えず、かつ、

質が全体に分布してい 平均放射能濃度が一グラム当たり A2 値の一〇〇、〇〇〇分の一

るもの を超えないこと。

放射性物質が全体に分 放射能の量が A2 値の一〇〇倍（湖川港内のみを航行する船舶に

気 布しているもの 積載されるものにあつては、 A2 値の一〇倍）を超えず、かつ、

体 平均放射能濃度が一グラム当たり A2 値の一〇、〇〇〇分の一を

超えないこと。

三 前二号に掲げる放射性物質等以外の固体状のものであつて、次に掲げる基準に適合するもの（

以下「 LSA ―Ⅲ」という。）

イ 放射性物質が全体に均一に分布していること。

ロ 可燃性のものにあつては放射能の量が A2 値の一〇〇倍（湖川港内のみを航行する船舶に積

載されるものにあつては、 A2 値の一〇倍）、可燃性でないものにあつては湖川港内のみを航

行する船舶に積載されるものの放射能の量が A2 値の一〇〇倍を超えないこと。

ハ 平均放射能濃度が一グラム当たり A2 値の一、〇〇〇分の二を超えないこと。

ニ 別記第二に定めるところにより、浸漬試験を行つた場合に放射性物質の漏えい量が A2 値の

一〇分の一を超えないこと。

２ 規則第八十条第二項の告示で定める表面汚染物は、次の各号のいずれかに該当する放射性物質等

（自然発火性のものを除く。）であつて、当該放射性物質等を集積した場合において、その表面

から三メートル離れた位置における最大線量当量率が毎時一〇ミリシーベルトを超えず、かつ、

放射能の量が A2 値の一〇〇倍（湖川港内のみを航行する船舶に積載されるものにあつては、A2 値

の一〇倍）を超えないものとする。

一 次の表の上欄に掲げる表面の汚染の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる密度を超えない

もの（以下「 SCO ―Ⅰ」という。）



表面の汚染の区分 密度

接近できる表 アルファ線を放出する低危険性の放射性物質以外の 毎平方センチメートル

面の固定され アルファ線を放出する放射性物質 〇・四ベクレル

ていない汚染 アルファ線を放出しない放射性物質及びアルファ線 毎平方センチメートル

を放出する低危険性の放射性物質 四ベクレル

その他の汚染 アルファ線を放出する低危険性の放射性物質以外の 毎平方センチメートル

アルファ線を放出する放射性物質 四キロベクレル

アルファ線を放出しない放射性物質及びアルファ線 毎平方センチメートル

を放出する低危険性の放射性物質 四〇キロベクレル

二 次の表の上欄に掲げる表面の汚染の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる密度を超えない

もの（以下「 SCO ―Ⅱ」という。）

表面の汚染の区分 密度

接近できる表 アルファ線を放出する低危険性の放射性物質以外の 毎平方センチメートル

面の固定され アルファ線を放出する放射性物質 四〇ベクレル

ていない汚染 アルファ線を放出しない放射性物質及びアルファ線 毎平方センチメートル

を放出する低危険性の放射性物質 四〇〇ベクレル

その他の汚染 アルファ線を放出する低危険性の放射性物質以外の 毎平方センチメートル

アルファ線を放出する放射性物質 八〇キロベクレル

アルファ線を放出しない放射性物質及びアルファ線 毎平方センチメートル

を放出する低危険性の放射性物質 八〇〇キロベクレル

（低比放射性物質等に係る放射性輸送物の区分）

第十一条 規則第八十条第二項の告示で定める区分は、次の表の上欄に掲げる低比放射性物質等の区

分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる放射性輸送物の区分とする。

低比放射性物質等の区分 放射性輸送物の区分

専用積載により運送する場合 専用積載により運送しない場合

LSA ―Ⅰ 固体 IP ―１型輸送物 IP ―１型輸送物

液体又は気体 IP ―１型輸送物 IP ―２型輸送物

LSA ―Ⅱ 固体 IP ―２型輸送物 IP ―２型輸送物

液体又は気体 IP ―２型輸送物 IP ―３型輸送物

LSA ―Ⅲ IP ―２型輸送物 IP ―３型輸送物

SCO ―Ⅰ IP ―１型輸送物 IP ―１型輸送物

SCO ―Ⅱ IP ―２型輸送物 IP ―２型輸送物

（ IP ―２型輸送物に係る条件）

第十二条 規則第七十八条第一項の告示で定める条件は、別記第七に掲げる条件とする。

（ IP ―３型輸送物に係る条件）

第十二条の二 規則第七十九条第一項第二号の告示で定める条件は、別記第三第一号に定める条件と

する。

（容器として使用されているタンク、コンテナ又はＩＢＣ容器）

第十二条の三 規則第七十八条第二項の告示で定める基準は、次の各号に定めるとおりとする。

一 タンクにあつては、次に掲げる基準

イ 規則第七十七条に定める基準

ロ 二六五キロパスカルの圧力による試験を行つても漏えい又は著しい変形のないこと。



ハ 通常の運送状態で、表面における最大線量当量率の著しい増加がなく、かつ、当該最大線量

当量率が毎時二ミリシーベルト（表面における最大線量当量率について規則第百七条第三項の

承認を受けた場合にあつては、毎時一〇ミリシーベルト）を超えないこと。

ニ 収納される放射性物質は、タンク内部の空間が当該タンクの容積の十パーセント以下となら

ないよう封入されること。ただし、国土交通大臣が適当と認める場合はこの限りでない。

ホ 放射性物質等以外の輸送に使用されないこと。

ヘ その他国土交通大臣が必要と認める基準

二 コンテナにあつては、次に掲げる基準

イ 前号イに定める基準

ロ 収納される放射性物質が固体状のものであること。

ハ 国土交通大臣が適当と認める試験の条件の下に置くこととした場合に、表面における最大線

量当量率の著しい増加がなく、かつ、当該最大線量当量率が毎時二ミリシーベルト（表面にお

ける最大線量当量率について規則第百七条第三項の承認を受けた場合にあつては、毎時一〇ミ

リシーベルト）を超えないこと。

ニ その他国土交通大臣が必要と認める基準

三 ＩＢＣ容器にあつては、次に掲げる基準

イ 第一号イ及び前号ハに定める基準

ロ 船舶による危険物の運送基準等を定める告示（昭和五十四年運輸省告示第五百四十九号）第

二十五条の五第二項に定める容器等級Ⅰ又はⅡの危険物を収納する金属製ＩＢＣ容器の基準

（核分裂性輸送物に係る条件）

第十三条 規則第八十一条第一号イの告示で定める条件は、別記第八に掲げる条件とする。

第十三条の二 規則第八十一条第一号ロの告示で定める場合は、次の各号に掲げる場合とする。

一 当該核分裂性輸送物と同一のものを別記第九に掲げる条件の下に置くこととした場合

二 当該核分裂性輸送物と同一のものであつて別記第八に掲げる条件の下に置いたものを、別記第

九に掲げる条件の下に置くこととした場合

三 当該核分裂性輸送物と同一のものであつて別記第十に掲げる条件の下に置いたものを、別記第

九に掲げる条件の下に置くこととした場合

四 当該核分裂性輸送物と同一のものであつて別記第八に掲げる条件の下に置いたものを、任意の

配列方法で当該核分裂性輸送物の輸送制限個数の五倍に相当する個数を積載することとした場合

であつて、別記第九第二号及び第三号に掲げる条件の下に置くこととしたとき。

五 当該核分裂性輸送物と同一のものであつて別記第十に掲げる条件の下に置いたものを、任意の

配列方法で当該核分裂性輸送物の輸送制限個数の二倍に相当する個数を積載することとした場合

であつて、別記第十一に掲げる条件の下に置くこととしたとき。

第十四条 規則第八十一条第二号の放射性物質等のうち告示で定めるものは、ウラン二三三、ウラン

二三五、プルトニウム二三九及びプルトニウム二四一とし、同号の臨界に影響を及ぼすものとして

告示で定める物質は、ベリリウム、水素及びその化合物並びにこれらの含有物（重水素（天然に存

在するものを除く。）を含むものに限る。）並びに黒鉛その他の炭素原子のみが結合した物質（核

分裂性物質に対する当該物質の濃度が任意の一キログラムにつき一グラムを超えるものに限る。）

をいう。

（六フッ化ウランを収納している放射性輸送物にかかる条件）

第十四条の二 規則第八十二条第二項の告示で定める量は〇・一キログラムとする。

第十四条の三 規則第八十二条第二項第一号の告示で定める条件のうち、イ及びロの基準に係る条件

は別記第十二に掲げる条件とする。

第十四条の四 規則第八十二条第二項第一号の告示で定める条件のうち、イ及びハの基準に係る条件

は別記第十三に掲げる条件とする。



第十四条の四の二 規則第八十二条第二項第一号の告示で定める条件のうち、ニの基準に係る条件は

別記第十四に掲げる条件とする。

（施錠等の措置の対象）

第十四条の五 規則第八十五条第一項の告示で定める放射性物質等は、別表第七に定める放射性物質

等とする。

（放射性輸送物の安全の確認）

第十四条の六 規則第八十七条第一項の告示で定める放射性物質等は、次の各号に掲げる放射性物質

等とする。

一 別表第七第一号に定める放射性物質等

二 〇・一キログラム以上の六フッ化ウランが収納されている放射性輸送物

第十四条の六の二 規則第八十七条第一項の告示で定める放射性廃棄物等は、次の各号に掲げる放射

性物質等とする。

一 放射性廃棄物

二 別表第七第一号に定める放射性物質等

第十四条の六の三 規則第八十七条第一項の告示で定める放射性物質は、〇・一キログラム以上の六

フッ化ウランとする。

第十四条の七 規則第八十七条第七項の告示で定める場合は、 BM 型輸送物であつて、規則第七十五

条第四号の基準と同等以上の基準の確認を受けていない場合とする。

（輸送指数の決定方法）

第十四条の八 規則第九十一条第二項の告示で定めるものは、次の各号により算出された値とする。

一 放射性輸送物にあつては、当該放射性輸送物の表面から一メートル離れた位置における最大線

量当量率をミリシーベルト毎時単位で表した値に一〇〇を乗じて得た値（タンク又はコンテナが

容器として使用されている放射性輸送物にあつては、当該値に、規則第九十一条第二項第一号の

表（以下この条において「表」という。）の上欄に掲げるタンク又はコンテナの最大断面積の区

分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる係数を乗じて得た値）

二 外形が容易に変形しない構造を有するオーバーパックにあつては、当該オーバーパックの表面

から一メートル離れた位置における最大線量当量率をミリシーベルト毎時単位で表した値に一〇

〇を乗じて得た値に、表の上欄に掲げるオーバーパックの最大断面積の区分に応じ、それぞれ同

表の下欄に掲げる係数を乗じて得た値

三 放射性輸送物が収納されているコンテナにあつては、当該コンテナの表面から一メートル離れ

た位置における最大線量当量率をミリシーベルト毎時単位で表した値に一〇〇を乗じて得た値に

、表の上欄に掲げるコンテナの最大断面積の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる係数を乗

じて得た値

（臨界安全指数の決定に用いられる輸送制限個数）

第十四条の九 規則第九十一条第三項の告示で定める輸送制限個数は、第十四条第四号又は第五号の

輸送制限個数のうち、いずれか小なる輸送制限個数とする。

第十四条の十 規則第九十一条第三項第二号の表備考のウラン二三五の濃縮度に応じて告示で定める

値は、次の表の上欄に掲げるウラン二三五の濃縮度に応じ、それぞれ同表の下欄に定める値とし、

同号の表備考の核分裂性核種のうち告示で定めるものは、ウラン二三五をいう。

ウラン二三五の濃縮度 Ａ

一・五パーセント以下 二千二百

一・五パーセントを超え五パーセント以下 八百五十

五パーセントを超え十パーセント以下 六百六十

十パーセントを超え二十パーセント以下 五百八十



二十パーセントを超えるもの 四百五十

（放射性輸送物等の標札等）

第十五条 規則第九十二条第一項の告示で定める標札は、次の各号に定めるとおりとする。

一 規則第九十二条第一項の表（以下この条において「表」という。）第一号に掲げる放射性輸送

物又はオーバーパック及び第四号に掲げるタンク又はコンテナにあつては、第一類白標札（第一

号様式）

二 表第二号に掲げる放射性輸送物又はオーバーパック及び第五号に掲げるタンク又はコンテナに

あつては、第二類黄標札（第一号様式）

三 表第三号に掲げる放射性輸送物又はオーバーパック及び第六号に掲げるタンク又はコンテナに

あつては、第三類黄標札（第一号様式）

四 表第一号から第六号に掲げる放射性輸送物、オーバーパック、タンク又はコンテナであつて、

副次危険性を有する放射性物質を収納するものにあつては、前三号の標札のほか、船舶による危

険物の運送基準等を定める告示第一号様式副次危険性等級を示す標札

五 表第七号に掲げる核分裂性輸送物、オーバーパック、タンク又はコンテナにあつては、第一号

から第四号の標札のほか、臨界安全指数標札（第一号様式）

２ 規則第九十二条第二項の告示で定める識別番号は、次の各号に定めるとおりとする。

一 規則第八十六条の規定による設計の承認を受けた放射性輸送物 設計承認番号及び容器の製造

番号

二 その他の放射性輸送物（Ｌ型輸送物及びＩＰ－１型輸送物を除く。） 設計国の国際車両登録

コード及び製造者の名称

第十六条 規則第九十二条第三項の告示で定める表示は、三葉マーク（第二号様式）とする。

第十七条 規則第九十二条第四項の告示で定める標識は、コンテナ標識（第三号様式）とする。

第十七条の二 規則第九十二条第六項の告示で定める基準は、国連番号を六五ミリメートル以上の大

きさの黒色の数字で、次の各号に掲げるもののいずれかに記入することにより表示することとする。

一 コンテナ標識の下半分

二 第一類白標札、第二類黄標札若しくは第三類黄標札又はコンテナ標識に近接して付す国連番号

用表示（第四号様式）

（線量）

第十七条の二の二 規則第九十四条第一項第五号の告示で定める線量は、一センチメートル線量当量

とする。ただし、国土交通大臣が適当と認めた場合は、この限りではない。

（居住区域への積載禁止放射性輸送物）

第十七条の二の三 規則第九十四条第一項第六号の告示で定める放射性輸送物等は、規則第九十二条

又は規則第百条第五項の規定により第二類黄標札（第一号様式）又は第三類黄標札（第一号様式）

を付すこととされる放射性輸送物等とする。

（災害防止のための措置を要する放射性物質等）

第十七条の三 規則第九十六条の告示で定める放射性物質等は、別表第七に定める放射性物質等とす

る。

第十八条 削除

（低比放射性物質等の放射能の量の限度）

第十八条の二 規則第九十五条第六項の告示で定める量は、次の表の上欄に掲げる低比放射性物質等

の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる放射能の量とする。

低比放射性物質等の区分 放射能の量

湖川港内のみを航行する船舶 湖川港内のみを航行する船舶の

以外の船舶の船倉若しくは区 船倉若しくは区画又は甲板の一



画又は甲板の一定区域 定区域

LSA ―１ 制限なし 制限なし

LSA ―Ⅱ又は LSA ―Ⅲで 制限なし A2 値の一〇〇倍

あつて可燃性でない固体

LSA ―Ⅱ又は LSA ―Ⅲで

あつて可燃性の固体又は A2 値の一〇〇倍 A2 値の一〇倍

液体若しくは気体

SCO ―１又は SCO ―Ⅱ A2 値の一〇〇倍 A2 値の一〇倍

（運送の安全の確認）

第十八条の三 規則第九十九条第一項の告示で定める場合は、次の各号に定める場合とする。

一 放射性輸送物、オーバーパック、放射性輸送物が収納されているコンテナ、規則第百条第一項

各号に掲げる放射性輸送物としないで運送できる低比放射性物質等又は当該低比放射性物質等が

収納されているタンク若しくはコンテナを船内の数箇所に集貨（低比放射性物質等、低比放射性

物質等が収納されているタンク若しくはコンテナ、放射性輸送物、オーバーパック又は放射性輸

送物が収納されているコンテナであつて、他の低比放射性物質等、他の低比放射性物質等が収納

されているタンク若しくはコンテナ、他の放射性輸送物、他のオーバーパック又は他の放射性輸

送物が収納されているコンテナとの間の距離が、隔壁又は甲板の有無にかかわらず、六メートル

未満であるものの集合をいう。以下この条において同じ。）として積載する場合におけるそれら

の輸送指数の合計又は臨界安全指数の合計のうち、いずれか大きい値が、一集貨について五〇を

超える場合

二 船内に積載する各集貨の輸送指数の合計又は臨界安全指数の合計のうち、いずれか大きい値が

、一船舶について二〇〇（湖川港内のみを航行する船舶に積載する場合にあつては、五〇）を超

える場合

（放射性輸送物としないで運送できる低比放射性物質等）

第十八条の四 規則第百条第一項第一号の告示で定める低比放射性物質は、 LSA ―Ⅰとする。

第十八条の五 規則第百条第一項第二号の告示で定める表面汚染物は、 SCO ―Ⅰとする。

第十八条の六 規則第百条第一項第二号イの告示で定める密度は、第四条の三の表の上欄に掲げる放

射性物質の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる密度とする。

（輸送指数の決定方法）

第十八条の六の二 規則第百条第四項の告示で定めるものは、次の各号により算出された値とする。

一 低比放射性物質等（タンクに収納されているものを除く。）又は低比放射性物質等が収納され

ているタンクにあつては、当該低比放射性物質等又はタンクの表面から一メートル離れた位置に

おける最大線量当量率をミリシーベルト毎時単位で表した値に一〇〇を乗じて得た値に、規則第

百条第四項第一号の表（以下この条において「表」という。）の上欄に掲げる低比放射性物質等

又はタンクの最大断面積の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる係数を乗じて得た値

二 低比放射性物質等が収納されているコンテナにあつては、当該コンテナの表面から一メートル

離れた位置における最大線量当量率をミリシーベルト毎時単位で表した値に一〇〇を乗じて得た

値に、表の上欄に掲げるコンテナの最大断面積の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる係数

を乗じて得た値

第十八条の七 規則第百条第四項第一号の告示で定めるウラン又はトリウムの鉱石又は精鉱（以下「

ウラン鉱石等」という。）は、次の表の上欄に掲げるウラン鉱石等とし、同号の告示で定める値は

、当該ウラン鉱石等の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる最大線量当量率をミリシーベルト

毎時単位で表した値とする。

ウラン鉱石等の区分 値

ウラン又はトリウムの鉱石又は物理的精鉱 〇・四



トリウムの化学的精鉱 〇・三

六フッ化ウラン以外のウランの化学的精鉱 〇・〇二

（放射性輸送物等の標札等）

第十八条の七の二 規則第百条第五項の告示で定める標札は、次の各号に定めるとおりとする。

一 低比放射性物質等が収納されているタンク又はコンテナであつて、輸送指数が〇であるものに

あつては、第一類白標札（第一号様式）

二 低比放射性物質等が収納されているタンク又はコンテナであつて、輸送指数が〇を超え、一を

超えないものにあつては、第二類黄標札（第一号様式）

三 低比放射性物質等が収納されているタンク又はコンテナであつて、前二号に掲げるもの以外の

ものにあつては、第三類黄標札（第一号様式）

四 低比放射性物質等が収納されているタンク又はコンテナであつて、六フッ化ウランを収納する

ものにあつては、前三号の標札のほか、船舶による危険物の運送基準等を定める告示第一号様式

副次危険性等級八を示す標札

五 低比放射性物質等が収納されているコンテナであつて、核分裂性輸送物を収納するものにあつ

ては、第一号から第四号の標札のほか、臨界安全指数標札（第一号様式）

第十八条の八 規則第百条第十三項の告示で定める物質は、核分裂性核種（化合物に含まれるものを

含む。）とし、同項の告示で定める量は、四一五グラムとする。

（放射線防護計画の記載事項）

第十九条 規則第百三条第三項の告示で定める事項は、次の各号に掲げる事項とする。

一 輸送実施体制に関する事項

二 線量の測定方法及び線量評価に関する事項

三 放射性輸送物の表面の汚染に関する事項

四 放射性輸送物からの隔離及び防護に関する事項

五 緊急時の対応に関する事項

六 訓練及び教育に関する事項

七 品質保証に関する事項

八 その他国土交通大臣が必要と認める事項

第二十条 削除

（荷役場所に係る表面密度限度等）

第二十一条 規則第百五条の告示で定める基準は、次の各号に定めるとおりとする。

一 表面の固定されていない汚染にあつては、第四条の三に定める密度

二 表面の固定されていない汚染以外の汚染にあつては、当該表面における最大線量当量率が毎時

五マイクロシーベルト

（運送の届出）

第二十二条 規則第百六条第一項の告示で定める場合は、第十八条の三各号に定める場合とする。

（特別措置に係る被ばく管理のため必要な措置）

第二十三条 規則第百七条第一項第三号の告示で定める必要な措置は、次の各号に定めるとおりとす

る。

一 放射性物質等を自動車等に積載した状態で、自動車渡船により運送すること。

二 核燃料物質等車両運搬規則（昭和五十三年運輸省令第七十二号）第四条第二項及び第十九条第

三項各号又は放射性同位元素等車両運搬規則（昭和五十二年運輸省令第三十三号）第四条第二項

及び第十八条第三項各号の定めるところによること。

三 運送中に、放射性物質等を積載した自動車等について積込み又は取卸しを行わないこと。

第二十四条

（積付検査）規則第百十一条第一項の検査は、次の上欄に掲げる危険物の区分に応じ、それぞれ同



表の下欄に掲げる者が行う検査とする。

別表第七第一号に定める 別表第七第二号又は第三号に定 別表 第七 に定 める放 射性 物質 等

放射性物質等 める放射性物質等 以外の放射性物質

国土交通大臣 船籍地を管轄する地方運輸局長 船籍地を管轄する地方運輸局長

又は登録検査機関

附 則

この告示は、昭和五十三年一月一日から施行する。

附 則[昭和五四年九月二七日運輸省告示第五四八号]

この告示は、昭和五十四年十月一日から施行する。

附 則[昭和六三年一一月一九日運輸省告示第五五二号]

この告示は、昭和六十三年十一月二十六日から施行する。

附 則[平成元年二月二七日運輸省告示第八五号]

（施行期日）

１ この告示は、平成元年四月一日から施行する。

（経過措置）

２ この告示の施行の際、現に船舶により運送され、又は船舶に貯蔵されている放射性物質等の運送

又は貯蔵については、当該運送又は貯蔵が終了するまでは、なお従前の例による。

附 則[平成二年一二月四日運輸省告示第六〇二号]

この告示は、平成三年一月一日から施行する。

附 則[平成五年一二月二七日運輸省告示第七六四号]

この告示は、平成六年一月一日から施行する。

附 則[平成六年五月二五日運輸省告示第三五八号]

この告示は、平成六年六月一日から施行する。

前 文[抄][平成一二年一二月二八日運輸省告示第四一五号]

平成十三年一月六日から適用する。

前 文[抄][平成一三年六月二七日国土交通省告示第四一一〇四号]

平成十三年七月六日から適用する。

附 則[平成一三年一二月一三日国土交通省告示第一七五九号]

この告示は、平成十四年一月一日から施行する。

前 文[抄][平成一五年一二月二二日国土交通省告示第四一六一七号]

平成十六年一月一日から適用する。

附 則[平成十六年十二月二十一日国土交通省告示第一六〇四号]

（施行期日）

第一条 この告示は、平成十七年一月一日から施行する。

（経過措置）

第二条 この告示の施行の際現に船舶により運送され、又は船舶に貯蔵されている危険物の運送又は

貯蔵については、当該運送又は貯蔵が終了するまでの間、第一条の規定による改正後の船舶による

放射性物質等の運送基準の細目等を定める告示及び第二条の規定による改正後の船舶による危険物

の運送基準等を定める告示の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則[平成一八年一二月五日国土交通省告示第一四四八号抄]

（施行期日）

１ この告示は、平成十九年一月一日から施行する。

（経過措置）



２ この告示の施行の際現に船舶により運送され、又は船舶に貯蔵されている危険物の運送又は貯蔵

については、当該運送又は貯蔵が終了するまでは、なお従前の例による。

附 則[平成二〇年五月三〇日国土交通省告示第六八二号]

この告示は、平成二十年七月一日から施行する。

附 則[平成二二年一二月二二日国土交通省告示第一五三〇号抄]

（施行期日）

１ この告示は、平成二十三年一月一日（以下「施行日」という。）から施行する。

（経過措置）

２ この告示の施行の際現に船舶により運送され、又は船舶に貯蔵されている危険物の運送又は貯蔵

については、当該運送又は貯蔵が終了するまでは、なお従前の例による。

附 則[平成二四年九月一四日国土交通省告示第一〇二三号]

この告示は、原子力規制委員会設置法[平成二四年六月法律第四七号]の施行の日（平成二十四年九

月十九日）から施行する。

附 則[平成二六年一二月二二日国土交通省告示第千百八十二号]

（施行期日）

第一条 この省令は、平成二十七年一月一日から施行する。

（経過措置）

第二条 この告示の施行の際現に船舶により運送され、又は船舶に貯蔵されている危険物の運送又は

貯蔵については、当該運送又は貯蔵が終了するまでは、なお従前の例による。

第三条 この告示による改正前の船舶による放射性物質等の運送基準の細目等を定める告示第十五条

第一項第一号及び第十八条の七の二第一号の規定による第一類白標札、第十五条第一項第二号及び

第十八条の七の二第二号の規定による第二類黄標札、第十五条第一項第三号及び第十八条の七の二

第三号の規定による第三類黄標札及び第十五条第一項第五号及び第十八条の七の二第五号の規定に

よる臨界安全指数標札は、改正後の船舶による放射性物質等の運送基準の細目等を定める告示の規

定にかかわらず、平成二十八年十二月三十一日までの間は、なお従前の例によることができる。

第四条 （略）



別表第一 （第一条の二及び第四条関係）

種類が明らかであり、かつ、一種類である放射性物質の場合の数量の限度

第 一 欄 第 二 欄 第 三 欄 第 四 欄 第 五 欄

原 放 射 性 物 質 の 種 類 特 別 形 放 射 特 別 形 放 射 放 射 能 濃 度 放 射 能 量

子 性 物 質 等 で 性 物 質 等 以

番 あ る 場 合 の 外 の 放 射 性

号 数 量 （ Ａ 1値 ） 物 質 等 で あ

る 場 合 の 数

量 （ Ａ ２ 値 ）

単 位 T Bq 単 位 TBq 単 位 Bq/ｇ 単 位 Bq

1
3

H 40 4 0 1× 10
6

1× 10
9

4
7

Be 20 2 0 1× 10
3

1× 10
7

4 1 0
Be 40 6× １ ０ － １ 1× 10 4 1× 10 6

6 1 1
C 1 6× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

6
1 4

C 40 3 1× 10 4 1× 10 7

7
1 3

N 9× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
9

9
1 8

F 1 6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

1 1
2 2

N a 5× １ ０
－ １

5× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

1 1 2 4
N a 2× １ ０ － １ 2× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

1 2 2 8
Mg 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

1 3
2 6

A l 1× １ ０ － １ 1× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

1 4
3 1

S i 6× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

1 4
3 2

S i 4 0 5× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

1 5
3 2

P 5× １ ０
－ １

5× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
5

1 5 3 3
P 40 1 1× 10 5 1× 10 8

1 6 3 5
S 40 3 1× 10 5 1× 10 8

1 7
3 6

C l 1 0 6× １ ０ － １ 1× 10 4 1× 10 6

1 7
3 8

C l 2× １ ０
－ １

2× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

1 8
3 7

A r 4 0 4 0 1× 10
6

1× 10
8

1 8
3 9

A r 4 0 2 0 1× 10
7

1× 10
4

1 8 4 1
A r 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 9

1 9 4 0
K 9× １ ０ － １ 9× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

1 9
4 2

K 2× １ ０ － １ 2× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

1 9
4 3

K 7× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

2 0
4 1

Ca 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
5

1× 10
7

2 0
4 5

Ca 40 1 1× 10
4

1× 10
7

2 0 4 7
Ca 3 3× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

2 1 4 4
Sc 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

2 1
4 6

Sc 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

2 1
4 7

S c 10 7× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6



2 1
4 8

Sc 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

2 2
4 4

T i 5× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

2 3
4 8

V 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

2 3 4 9
V 40 4 0 1× 10 4 1× 10 7

2 4 5 1
C r 3 0 3 0 1× 10 3 1× 10 7

2 5 5 2
Mn 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

2 5
5 3

Mn 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 4 1× 10 9

2 5
5 4

Mn 1 1 1× 10
1

1× 10
6

2 5
5 6

Mn 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

2 6 5 2
F e 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

2 6 5 5
F e 40 4 0 1× 10 4 1× 10 6

2 6 5 9
F e 9× １ ０ － １ 9× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

2 6
6 0

F e 40 2× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 5

2 7
5 5

Co 5× １ ０
－ １

5× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

2 7
5 6

Co 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

2 7
5 7

Co 10 1 0 1× 10
2

1× 10
6

2 7 5 8
Co 1 1 1× 10 1 1× 10 6

2 7 5 8 m
Co 40 4 0 1× 10 4 1× 10 7

2 7
6 0

Co 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

2 8
5 9

N i 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
4

1× 10
8

2 8
6 3

N i 4 0 3 0 1× 10
5

1× 10
8

2 8
6 5

N i 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

2 9 6 4
Cu 6 1 1× 10 2 1× 10 6

2 9 6 7
Cu 10 7× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

3 0
6 5

Z n 2 2 1× 10 1 1× 10 6

3 0
6 9

Z n 3 6× １ ０
－ １

1× 10
4

1× 10
6

3 0
6 9 m

Z n 3 6× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

3 1
6 7

G a 7 3 1× 10
2

1× 10
6

3 1 6 8
Ga 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

3 1 7 2
Ga 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

3 2
6 8

Ge 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

3 2
7 1

Ge 40 4 0 1× 10
4

1× 10
8

3 2
7 7

Ge 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

3 3
7 2

A s 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

3 3 7 3
A s 40 4 0 1× 10 3 1× 10 7

3 3 7 4
A s 1 9× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

3 3
7 6

A s 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 5

3 3
7 7

A s 2 0 7× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

3 4
7 5

S e 3 3 1× 10
2

1× 10
6

3 4
7 9

Se 40 2 1× 10
4

1× 10
7



3 5
7 6

B r 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

3 5
7 7

B r 3 3 1× 10
2

1× 10
6

3 5
8 2

B r 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

3 6 7 9
K r 4 2 1× 10 3 1× 10 5

3 6 8 1
K r 4 0 4 0 1× 10 4 1× 10 7

3 6 8 5
K r 1 0 1 0 1× 10 5 1× 10 4

3 6
8 5 m

K r 8 3 1× 10 3 1× 10 10

3 6
8 7

K r 2× １ ０
－ １

2× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
9

3 7
8 1

Rb 2 8× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

3 7 8 3
R b 2 2 1× 10 2 1× 10 6

3 7 8 4
R b 1 1 1× 10 1 1× 10 6

3 7 8 6
Rb 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 5

3 7
8 7

Rb 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 4 1× 10 7

3 7 R b （ 天 然 の 混 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
4

1× 10
7

合 比 の も の ）

38
8 2

S r 2× １ ０ － １ 2× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

3 8
8 5

S r 2 2 1× 10
2

1× 10
6

3 8
8 5 m

S r 5 5 1× 10
2

1× 10
7

3 8
8 7 m

S r 3 3 1× 10
2

1× 10
6

3 8 8 9
S r 6× １ ０ － １ 6× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

3 8 9 0
S r 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 4

3 8
9 1

S r 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

3 8
9 2

S r 1 3× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

3 9
8 7

Y 1 1 1× 10
1

1× 10
6

3 9
8 8

Y 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

3 9 9 0
Y 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 5

3 9 9 1
Y 6× １ ０ － １ 6× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

3 9
9 1 m

Y 2 2 1× 10 2 1× 10 6

3 9
9 2

Y 2× １ ０
－ １

2× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
5

3 9
9 3

Y 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
5

4 0
8 8

Z r 3 3 1× 10
2

1× 10
6

4 0 9 3
Z r 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 3 1× 10 7

4 0 9 5
Z r 2 8× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

4 0
9 7

Z r 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

4 1
9 3 m

Nb 40 3 0 1× 10
4

1× 10
7

4 1
9 4

Nb 7× １ ０
－ １

7× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

4 1
9 5

N b 1 1 1× 10
1

1× 10
6

4 1 9 7
Nb 9× １ ０ － １ 6× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

4 2 9 3
Mo 40 2 0 1× 10 3 1× 10 8

4 2
9 9

Mo 1 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6



4 3
9 5 m

T c 2 2 1× 10 1 1× 10 6

4 3
9 6

T c 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

4 3
9 6 m

Tc 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
7

4 3 9 7
T c 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 3 1× 10 8

4 3 9 7 m
Tc 40 1 1× 10 3 1× 10 7

4 3 9 8
T c 8× １ ０ － １ 7× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

4 3
9 9

T c 40 9× １ ０ － １ 1× 10 4 1× 10 7

4 3
9 9 m

Tc 10 4 1× 10
2

1× 10
7

4 4
9 7

R u 5 5 1× 10
2

1× 10
7

4 4 1 0 3
R u 2 2 1× 10 2 1× 10 6

4 4 1 0 5
R u 1 6× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

4 4 1 0 6
Ru 2× １ ０ － １ 2× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 5

4 5
9 9

R h 2 2 1× 10 1 1× 10 6

4 5
1 0 1

R h 4 3 1× 10
2

1× 10
7

4 5
1 0 2

Rh 5× １ ０
－ １

5× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

4 5
1 0 2 m

Rh 2 2 1× 10
2

1× 10
6

4 5 1 0 3 m
Rh 40 4 0 1× 10 4 1× 10 8

4 5 1 0 5
R h 10 8× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 7

4 6
1 0 3

P d 40 4 0 1× 10 3 1× 10 8

4 6
1 0 7

P d 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
5

1× 10
8

4 6
1 0 9

P d 2 5× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

4 7
1 0 5

A g 2 2 1× 10
2

1× 10
6

4 7 1 0 8 m
A g 7× １ ０ － １ 7× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

4 7 1 1 0 m
A g 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

4 7
1 1 1

A g 2 6× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

4 8
1 0 9

Cd 30 2 1× 10
4

1× 10
6

4 8
1 1 3 m

Cd 40 5× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

4 8
1 1 5

Cd 3 4× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

4 8 1 1 5 m
Cd 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

4 9 1 1 1
I n 3 3 1× 10 2 1× 10 6

4 9
1 1 3 m

I n 4 2 1× 10 2 1× 10 6

4 9
1 1 4 m

I n 1 0 5× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

4 9
1 1 5 m

I n 7 1 1× 10
2

1× 10
6

5 0
1 1 3

S n 4 2 1× 10
3

1× 10
7

5 0 1 1 7 m
Sn 7 4× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

5 0 1 1 9 m
S n 40 3 0 1× 10 3 1× 10 7

5 0
1 2 1 m

Sn 40 9× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 7

5 0
1 2 3

S n 8× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

5 0
1 2 5

S n 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
5

5 0
1 2 6

S n 6× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5



5 1
1 2 2

S b 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 4

5 1
1 2 4

S b 6× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

5 1
1 2 5

S b 2 1 1× 10
2

1× 10
6

5 1 1 2 6
S b 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

5 2 1 2 1
T e 2 2 1× 10 1 1× 10 6

5 2 1 2 1 m
T e 5 3 1× 10 2 1× 10 6

5 2
1 2 3 m

T e 8 1 1× 10 2 1× 10 7

5 2
1 2 5 m

T e 20 9× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
7

5 2
1 2 7

T e 20 7× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

5 2 1 2 7 m
T e 20 5× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 7

5 2 1 2 9
T e 7× １ ０ － １ 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

5 2 1 2 9 m
Te 8× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

5 2
1 3 1 m

Te 7× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

5 2
1 3 2

T e 5× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
7

5 3
1 2 3

I 6 3 1× 10
2

1× 10
7

5 3
1 2 4

I 1 1 1× 10
1

1× 10
6

5 3 1 2 5
I 2 0 3 1× 10 3 1× 10 6

5 3 1 2 6
I 2 1 1× 10 2 1× 10 6

5 3
1 2 9

I 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 2 1× 10 5

5 3
1 3 1

I 3 7× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

5 3
1 3 2

I 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

5 3
1 3 3

I 7× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

5 3 1 3 4
I 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

5 3 1 3 5
I 6× １ ０ － １ 6× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

5 4
1 2 2

X e 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 9

5 4
1 2 3

X e 2 7× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
9

5 4
1 2 7

X e 4 2 1× 10
3

1× 10
5

5 4
1 3 1 m

X e 40 4 0 1× 10
4

1× 10
4

5 4 1 3 3
X e 20 1 0 1× 10 3 1× 10 4

5 4 1 3 5
X e 3 2 1× 10 3 1× 10 10

5 5
1 2 9

C s 4 4 1× 10 2 1× 10 5

5 5
1 3 1

C s 30 3 0 1× 10
3

1× 10
6

5 5
1 3 2

C s 1 1 1× 10
1

1× 10
5

5 5
1 3 4

C s 7× １ ０
－ １

7× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
4

5 5 1 3 4 m
C s 40 6× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 5

5 5 1 3 5
C s 40 1 1× 10 4 1× 10 7

5 5
1 3 6

C s 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

5 5
1 3 7

C s 2 6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
4

5 6
1 3 1

B a 2 2 1× 10
2

1× 10
6

5 6
1 3 3

B a 3 3 1× 10
2

1× 10
6



5 6
1 3 3 m

Ba 20 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

5 6
1 4 0

B a 5× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

5 7
1 3 7

L a 30 6 1× 10
3

1× 10
7

5 7 1 4 0
L a 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

5 8 1 3 9
C e 7 2 1× 10 2 1× 10 6

5 8 1 4 1
Ce 20 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 7

5 8
1 4 3

Ce 9× １ ０ － １ 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

5 8
1 4 4

Ce 2× １ ０
－ １

2× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
5

5 9
1 4 2

P r 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
5

5 9 1 4 3
P r 3 6× １ ０ － １ 1× 10 4 1× 10 6

6 0 1 4 7
N d 6 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

6 0 1 4 9
Nd 6× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

6 1
1 4 3

Pm 3 3 1× 10 2 1× 10 6

6 1
1 4 4

Pm 7× １ ０
－ １

7× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

6 1
1 4 5

Pm 30 10 1× 10
3

1× 10
7

6 1
1 4 7

Pm 40 2 1× 10
4

1× 10
7

6 1 1 4 8 m
Pm 8× １ ０ － １ 7× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

6 1 1 4 9
Pm 2 6× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

6 1
1 5 1

Pm 2 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

6 2
1 4 5

Sm 10 10 1× 10
2

1× 10
7

6 2
1 4 7

Sm 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
1

1× 10
4

6 2
1 5 1

Sm 40 10 1× 10
4

1× 10
8

6 2 1 5 3
Sm 9 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

6 3 1 4 7
E u 2 2 1× 10 2 1× 10 6

6 3
1 4 8

E u 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

6 3
1 4 9

E u 20 2 0 1× 10
2

1× 10
7

6 3
1 5 0

E u （ 短 半 減 期 2 7× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

の も の ）

63
1 5 0

E u （ 長 半 減 期 7× １ ０
－ １

7× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

の も の ）

63
1 5 2

E u 1 1 1× 10 1 1× 10 6

6 3
1 5 2 m

E u 8× １ ０
－ １

8× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

6 3
1 5 4

E u 9× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

6 3
1 5 5

E u 20 3 1× 10
2

1× 10
7

6 3 1 5 6
E u 7× １ ０ － １ 7× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

6 4 1 4 6
Gd 5× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

6 4
1 4 8

Gd 20 2× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 4

6 4
1 5 3

Gd 10 9 1× 10
2

1× 10
7

6 4
1 5 9

Gd 3 6× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

6 5
1 5 7

T b 40 4 0 1× 10
4

1× 10
7



6 5
1 5 8

T b 1 1 1× 10 1 1× 10 6

6 5
1 6 0

T b 1 6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

6 6
1 5 9

D y 20 2 0 1× 10
3

1× 10
7

6 6 1 6 5
D y 9× １ ０ － １ 6× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

6 6 1 6 6
D y 9× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

6 7 1 6 6
Ho 4× １ ０ － １ 4× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 5

6 7
1 6 6 m

Ho 6× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

6 8
1 6 9

E r 4 0 1 1× 10
4

1× 10
7

6 8
1 7 1

E r 8× １ ０
－ １

5× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

6 9 1 6 7
Tm 7 8× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

6 9 1 7 0
Tm 3 6× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 6

6 9 1 7 1
Tm 40 40 1× 10 4 1× 10 8

7 0
1 6 9

Y b 4 1 1× 10 2 1× 10 7

7 0
1 7 5

Y b 30 9× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
7

7 1
1 7 2

L u 6× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

7 1
1 7 3

L u 8 8 1× 10
2

1× 10
7

7 1 1 7 4
L u 9 9 1× 10 2 1× 10 7

7 1 1 7 4 m
L u 20 1 0 1× 10 2 1× 10 7

7 1
1 7 7

L u 3 0 7× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 7

7 2
1 7 2

H f 6× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

7 2
1 7 5

H f 3 3 1× 10
2

1× 10
6

7 2
1 8 1

H f 2 5× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

7 2 1 8 2
H f 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 2 1× 10 6

7 3 1 7 8
T a （ 長 半 減 期 1 8× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

の も の ）

73 1 7 9
T a 30 3 0 1× 10 3 1× 10 7

7 3 1 8 2
T a 9× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 4

7 4
1 7 8

W 9 5 1× 10 1 1× 10 6

7 4
1 8 1

W 30 3 0 1× 10
3

1× 10
7

7 4
1 8 5

W 40 8× １ ０
－ １

1× 10
4

1× 10
7

7 4
1 8 7

W 2 6× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

7 4 1 8 8
W 4× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 5

7 5 1 8 4
R e 1 1 1× 10 1 1× 10 6

7 5
1 8 4 m

Re 3 1 1× 10 2 1× 10 6

7 5
1 8 6

R e 2 6× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

7 5
1 8 7

R e 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
6

1× 10
9

7 5
1 8 8

Re 4× １ ０
－ １

4× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
5

7 5 1 8 9
R e 3 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

7 5 R e （ 天 然 の 混 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 6 1× 10 9

合 比 の も の ）



7 6
1 8 5

O s 1 1 1× 10 1 1× 10 6

7 6
1 9 1

O s 10 2 1× 10
2

1× 10
7

7 6
1 9 1 m

O s 40 3 0 1× 10
3

1× 10
7

7 6 1 9 3
O s 2 6× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

7 6 1 9 4
O s 3× １ ０ － １ 3× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 5

7 7 1 8 9
I r 1 0 1 0 1× 10 2 1× 10 7

7 7
1 9 0

I r 7× １ ０ － １ 7× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

7 7
1 9 2

I r 1 6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
4

7 7
1 9 4

I r 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
5

7 8 1 8 8
P t 1 8× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

7 8 1 9 1
P t 4 3 1× 10 2 1× 10 6

7 8 1 9 3
P t 4 0 4 0 1× 10 4 1× 10 7

7 8
1 9 3 m

P t 4 0 5× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 7

7 8
1 9 5 m

P t 1 0 5× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

7 8
1 9 7

P t 2 0 6× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

7 8
1 9 7 m

P t 1 0 6× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

7 9 1 9 3
A u 7 2 1× 10 2 1× 10 7

7 9 1 9 4
A u 1 1 1× 10 1 1× 10 6

7 9
1 9 5

A u 10 6 1× 10 2 1× 10 7

7 9
1 9 8

A u 1 6× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

7 9
1 9 9

A u 10 6× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
6

8 0
1 9 4

H g 1 1 1× 10
1

1× 10
6

8 0 1 9 5 m
H g 3 7× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

8 0 1 9 7
H g 20 1 0 1× 10 2 1× 10 7

8 0
1 9 7 m

H g 10 4× １ ０ － １ 1× 10 2 1× 10 6

8 0
2 0 3

H g 5 1 1× 10
2

1× 10
5

8 1
2 0 0

T l 9× １ ０
－ １

9× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

8 1
2 0 1

T l 1 0 4 1× 10
2

1× 10
6

8 1 2 0 2
T l 2 2 1× 10 2 1× 10 6

8 1 2 0 4
T l 1 0 7× １ ０ － １ 1× 10 4 1× 10 4

8 2
2 0 1

P b 1 1 1× 10 1 1× 10 6

8 2
2 0 2

P b 40 2 0 1× 10
3

1× 10
6

8 2
2 0 3

P b 4 3 1× 10
2

1× 10
6

8 2
2 0 5

P b 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
4

1× 10
7

8 2 2 1 0
P b 1 5× １ ０ － 2 1× 10 1 1× 10 4

8 2 2 1 2
P b 7× １ ０ － １ 2× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

8 3
2 0 5

B i 7× １ ０ － １ 7× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

8 3
2 0 6

B i 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

8 3
2 0 7

B i 7× １ ０
－ １

7× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
6

8 3
2 1 0

B i 1 6× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6



8 3
2 1 0 m

B i 6× １ ０ － １ 2× １ ０ － 2 1× 10 1 1× 10 5

8 3
2 1 2

B i 7× １ ０
－ １

6× １ ０
－ １

1× 10
1

1× 10
5

8 4
2 1 0

P o 40 2× １ ０
－ 2

1× 10
1

1× 10
4

8 5 2 1 1
A t 2 0 5× １ ０ － １ 1× 10 3 1× 10 7

8 6 2 2 2
Rn 3× １ ０ － １ 4× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 8

8 8 2 2 3
R a 4× １ ０ － １ 7× １ ０ － 3 1× 10 2 1× 10 5

8 8
2 2 4

R a 4× １ ０ － １ 2× １ ０ － 2 1× 10 1 1× 10 5

8 8
2 2 5

R a 2× １ ０
－ １

4× １ ０
－ 3

1× 10
2

1× 10
5

8 8
2 2 6

R a 2× １ ０
－ １

3× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
4

8 8 2 2 8
R a 6× １ ０ － １ 2× １ ０ － 2 1× 10 1 1× 10 5

8 9 2 2 5
A c 8× １ ０ － １ 6× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 4

8 9 2 2 7
A c 9× １ ０ － １ 9× １ ０ － 5 1× 10 -1 1× 10 3

8 9
2 2 8

A c 6× １ ０ － １ 5× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 6

9 0
2 2 7

T h 10 5× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
4

9 0
2 2 8

T h 5× １ ０
－ １

1× １ ０
－ 3

1× 10
0

1× 10
4

9 0
2 2 9

T h 5 5× １ ０
－ 4

1× 10
0

1× 10
3

9 0 2 3 0
T h 10 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 4

9 0 2 3 1
T h 40 2× １ ０ － 2 1× 10 3 1× 10 7

9 0
2 3 2

T h 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 1 1× 10 4

9 0
2 3 4

T h 3× １ ０
－ １

3× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
5

9 0 T h （ 天 然 の 混 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
0

1× 10
3

合 比 の も の ）

91
2 3 0

P a 2 7× １ ０
－ 2

1× 10
1

1× 10
6

9 1
2 3 1

P a 4 4× １ ０
－ 4

1× 10
0

1× 10
3

9 1
2 3 3

P a 5 7× １ ０
－ １

1× 10
2

1× 10
7

9 2 2 3 0
U （ F） 40 1× １ ０ － １ 1× 10 1 1× 10 5

9 2 2 3 0
U（ M） 40 4× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 4

9 2
2 3 0

U （ S） 30 3× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 4

9 2
2 3 2

U （ F） 40 1× １ ０
－ 2

1× 10
0

1× 10
3

9 2
2 3 2

U（ M） 40 7× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
4

9 2
2 3 2

U （ S） 10 1× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
4

9 2 2 3 3
U （ F） 40 9× １ ０ － 2 1× 10 1 1× 10 4

9 2 2 3 3
U（ M） 40 2× １ ０ － 2 1× 10 2 1× 10 5

9 2
2 3 3

U （ S） 40 6× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 5

9 2
2 3 4

U （ F） 40 9× １ ０
－ 2

1× 10
1

1× 10
4

9 2
2 3 4

U（ M） 40 2× １ ０
－ 2

1× 10
2

1× 10
5

9 2
2 3 4

U （ S） 40 6× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
5

9 2 2 3 5
U 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 1 1× 10 4

9 2 2 3 6
U （ F） 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 1 1× 10 4

9 2
2 3 6

U（ M） 40 2× １ ０ － 2 1× 10 2 1× 10 5



9 2
2 3 6

U （ S） 40 6× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 4

9 2
2 3 8

U 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
1

1× 10
4

9 2 U （ 天 然 の 混 合 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
0

1× 10
3

比 の も の ）

92 U （ 未 照 射 、 か 制 限 な し 制 限 な し 1× 10
0

1× 10
3

つ 濃 縮 度 2 0 %

以 下 の も の ）

92 U （ 劣 化 し た も 制 限 な し 制 限 な し 1× 10 0 1× 10 3

の ）

93 2 3 5
N p 40 4 0 1× 10 3 1× 10 7

9 3 2 3 6
N p （ 短 半 減 期 20 2 1× 10 3 1× 10 7

の も の ）

93 2 3 6
N p （ 長 半 減 期 9 2× １ ０ － 2 1× 10 2 1× 10 5

の も の ）

93
2 3 7

N p 20 2× １ ０
－ 3

1× 10
0

1× 10
3

9 3 2 3 9
N p 7 4× １ ０ － 1 1× 10 2 1× 10 7

9 4 2 3 6
P u 30 3× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 4

9 4
2 3 7

P u 20 2 0 1× 10 3 1× 10 7

9 4
2 3 8

P u 10 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 4

9 4
2 3 9

P u 10 1× １ ０
－ 3

1× 10
0

1× 10
4

9 4
2 4 0

P u 10 1× １ ０
－ 3

1× 10
0

1× 10
3

9 4 2 4 1
P u 40 6× １ ０ － 2 1× 10 2 1× 10 5

9 4 2 4 2
P u 10 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 4

9 4 2 4 4
P u 4× １ ０ － 1 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 4

9 5
2 4 1

Am 10 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 4

9 5
2 4 2 m

Am 10 1× １ ０
－ 3

1× 10
0

1× 10
4

9 5
2 4 3

Am 5 1× １ ０
－ 3

1× 10
0

1× 10
3

9 6 2 4 0
Cm 40 2× １ ０ － 2 1× 10 2 1× 10 5

9 6 2 4 1
Cm 2 1 1× 10 2 1× 10 6

9 6 2 4 2
Cm 40 1× １ ０ － 2 1× 10 2 1× 10 5

9 6
2 4 3

Cm 9 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 4

9 6
2 4 4

Cm 20 2× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
4

9 6
2 4 5

Cm 9 9× １ ０
－ 4

1× 10
0

1× 10
3

9 6
2 4 6

Cm 9 9× １ ０
－ 4

1× 10
0

1× 10
3

9 6 2 4 7
Cm 3 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 4

9 6 2 4 8
Cm 2× １ ０ － 2 3× １ ０ － 4 1× 10 0 1× 10 3

9 7
2 4 7

B k 8 8× １ ０ － 4 1× 10 0 1× 10 4

9 7
2 4 9

B k 40 3× １ ０
－ １

1× 10
3

1× 10
6

9 8
2 4 8

C f 4 0 6× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
4

9 8
2 4 9

C f 3 8× １ ０
－ 4

1× 10
0

1× 10
3



9 8
2 5 0

C f 2 0 2× １ ０ － 3 1× 10 1 1× 10 4

9 8
2 5 1

C f 7 7× １ ０
－ 4

1× 10
0

1× 10
3

9 8
2 5 2

C f 1× １ ０
－ １

3× １ ０
－ 3

1× 10
1

1× 10
4

9 8 2 5 3
C f 4 0 4× １ ０ － 2 1× 10 2 1× 10 5

9 8 2 5 4
C f 1× １ ０ － 3 1× １ ０ － 3 1× 10 0 1× 10 3

備考１ (F)は輸送の平常時及び事故時の両方の条件において、 UF6、 UO2F2、及び UO2(NO3)2 の化

学形をとるウラン化合物にのみ適用し、(M)は輸送の平常時及び事故時の両方の条件において

、 UO3、 UF4、 UCl4、及び６価の化合物の化学形をとるウラン化合物にのみ適用し、(S)は (F)

及び(M)に定めた以外のすべてのウラン化合物に適用する。

備考２ 第一欄に掲げる放射性物質のうち、次表の親核種の欄に掲げるものの第二欄及び第三欄に掲

げる数量は、次表の子孫核種の欄に掲げる放射性物質を考慮して算定されている。

親 核 種 子 孫 核 種
2 8

M g
2 8

A l
4 2

A r
4 2

K
4 7

C a
4 7

S c
4 4

T i
4 4

S c
5 2 F e 5 2 m Mn
6 0 F e 6 0 m Co

6 9 m
Z n

6 9
Z n

6 8
Ge

6 8
G a

8 3
R b

8 3 m
K r

8 2
S r

8 2
R b

9 0 S r 9 0 Y
9 1 S r 9 1 m Y
9 2

S r
9 2

Y
8 7

Y
8 7 m

S r
9 5

Z r
9 5 m

N b
9 7

Z r
9 7 m

N b、
9 7

N b
9 9 M o 9 9 m Tc

9 5 m T c 9 5 T c
9 6 m

T c
9 6

T c
1 0 3

R u
1 0 3 m

R h
1 0 6

R u
1 0 6

R h
1 0 3

P d
1 0 3 m

R h
1 0 8 m A g 1 0 8 A g
1 1 0 m A g 1 1 0 A g

1 1 5
C d

1 1 5 m
I n

1 1 4 m
I n

1 1 4
I n



1 1 3
S n

1 1 3 m
I n

1 2 1 m
S n

1 2 1
S n

1 2 6
S n

1 2 6 m
S b

1 1 8 T e 1 1 8 S b
1 2 7 m T e 1 2 7 T e
1 2 9 m T e 1 2 9 T e
1 3 1 m

T e
1 3 1

T e
1 3 2

T e
1 3 2

I
1 3 5

I
1 3 5 m

X e
1 2 2 X e 1 2 2 I
1 3 7 C s 1 3 7 m B a
1 3 1 B a 1 3 1 C s
1 4 0

B a
1 4 0

L a
1 4 4

C e
1 4 4 m

P r、
1 4 4

P r
1 4 8 m

P m
1 4 8

P m
1 4 6

G d
1 4 6

E u
1 6 6 D y 1 6 6 H o
1 7 2 H f 1 7 2 L u
1 7 8

W
1 7 8

T a
1 8 8

W
1 8 8

R e
1 8 9

R e
1 8 9 m

O s
1 9 4

O s
1 9 4

I r
1 8 9 I r 1 8 9 m O s
1 8 8 P t 1 8 8 I r
1 9 4

H g
1 9 4

A u
1 9 5 m

H g
1 9 5

H g
2 1 0

P b
2 1 0

B i
2 1 2

P b
2 1 2

B i、
2 0 8

T l、
2 1 2

P o
2 1 0 m B i 2 0 6 T l

2 1 2 B i 2 0 8 T l 、 2 1 2P o
2 1 1

A t
2 1 1

P o
2 2 2

R n
2 1 8

P o、
2 1 4

P b、
2 1 8

A t、
2 1 4

B i、
2 1 4

P o
2 2 3

R a
2 1 9

R n、
2 1 5

P o 、
2 1 1

P b、
2 1 1

B i 、
2 1 1

P o 、
2 0 7

T l
2 2 4

R a
2 2 0

R n、
2 1 6

P o 、
2 1 2

P b、
2 1 2

B i 、
2 0 8

T l、
2 1 2

P o
2 2 5 R a 2 2 5 A c 、 2 2 1F r、 2 1 7A t、 2 1 3B i、 2 0 9T l、 2 1 3P o、 2 0 9P b
2 2 6 R a 2 2 2 R n、 2 1 8P o 、 2 1 4P b、 2 1 8A t 、 2 1 4B i、 2 1 4P o
2 2 8

R a
2 2 8

A c
2 2 5

A c
2 2 1

F r、
2 1 7

A t、
2 1 3

B i、
2 0 9

T l、
2 1 3

P o 、
2 0 9

P b
2 2 7

A c
2 2 3

F r
2 2 8

T h
2 2 4

R a、
2 2 0

Rn 、
2 1 6

P o 、
2 1 2

P b 、
2 1 2

B i、
2 0 8

T l、
2 1 2

P o



2 3 4
T h

2 3 4 m
P a、

2 3 4
P a

2 3 0
P a

2 2 6
A c 、

2 2 6
T h、

2 2 2
F r 、

2 2 2
R a、

2 1 8
R n、

2 1 4
P o

2 3 0
U

2 2 6
T h 、

2 2 2
R a、

2 1 8
R n、

2 1 4
P o

2 3 5 U 2 3 1 T h
2 4 1 P u 2 3 7 U
2 4 4 P u 2 4 0 U、 2 4 0 mN p

2 4 2 m
A m

2 4 2
Am、

2 3 8
N p

2 4 3
A m

2 3 9
N p

2 4 7
Cm

2 4 3
P u

2 4 9 B k 2 4 5 Am
2 5 3 C f 2 4 9 Cm

備考３ 第一覧に掲げる放射性物質のうち、次表の親核種の欄に掲げるものの第四欄及び第五欄に掲

げる数量は、次表の子孫核種の欄に掲げる放射性物質を考慮して算定されている。

親 核 種 子 孫 核 種
9 0

S r
9 0

Y
9 3

Z r
9 3 m

N b
9 7

Z r
9 7

N b
1 0 6

R u
1 0 6

R h
1 0 8 m A g 1 0 8 A g

1 3 7 C s 1 3 7 m B a
1 4 4

C e
1 4 4

P r
1 4 0

B a
1 4 0

L a
2 1 2

B i
2 0 8

T l ( 0 . 3 6 ) 、
2 1 2

P o ( 0 . 6 4 )
2 1 0

P b
2 1 0

B i、 210 Po
2 1 2 P b 2 1 2 B i、 2 0 8T l ( 0 . 3 6 ) 、 2 1 2P o ( 0 . 6 4 )
2 2 2 R n 2 1 8 P o、 2 1 4P b、 2 1 4B i、 2 1 4P o
2 2 3

R a
2 1 9

R n、
2 1 5

P o、
2 1 1

P b、
2 1 1

B i、
2 0 7

T l
2 2 4

R a
2 2 0

R n、
2 1 6

P o、
2 1 2

P b、
2 1 2

B i、
2 0 8

T l ( 0 . 3 6 )、
2 1 2

P o ( 0 . 6 4 )
2 2 6

R a
2 2 2

R n、
2 1 8

P o、
2 1 4

P b、
2 1 4

B i、
2 1 4

P o 、
2 1 0

P b 、
2 1 0

B i、
2 1 0

P o
2 2 8

R a
2 2 8

A c
2 2 8 T h 2 2 4 R a、 2 2 0R n、 2 1 6P o 、 2 1 2P b、 2 1 2B i、 2 0 8T l ( 0 . 3 6 )、

2 1 2P o ( 0 . 6 4 )
2 2 9

T h
2 2 5

R a、
2 2 5

A c、
2 2 1

F r、
2 1 7

A t、
2 1 3

B i、
2 1 3

P o 、
2 0 9

P b

T h （ 天 然 の 混
2 2 8

R a、
2 2 8

A c、
2 2 8

T h、
2 2 4

R a、
2 2 0

Rn 、
2 1 6

P o 、
2 1 2

P b 、
2 1 2

B i、

合 比 の も の ）
2 0 8

T l ( 0 . 3 6 )、
2 1 2

P o ( 0 . 6 4 )
2 3 4

T h
2 3 4

P a
2 3 0 U 2 2 6 T h、 2 2 2R a、 2 1 8R n、 2 1 4P o
2 3 2 U 2 2 8 T h、 2 2 4R a、 2 2 0R n、 2 1 6P o、 2 1 2P b 、 2 1 2B i、 2 0 8T l ( 0 . 3 6 )、



2 1 2
P o ( 0 . 6 4 )

2 3 5
U

2 3 1
T h

2 3 8
U

2 3 4
T h、

2 3 4 m
P a

U （ 天 然 の 混 合 2 3 4 T h、 2 3 4 mP a、 2 3 4U、 2 3 0T h、 2 2 6R a、 2 2 2R n、 2 1 8P o 、 2 1 4P b、

比 の も の ） 2 1 4B i、 2 1 4P o 、 2 1 0P b、 2 1 0B i、 2 1 0P o
2 3 7 N p 2 3 3 P a

2 4 2 m
A m

2 4 2
A m

2 4 3
A m

2 3 9
N p

別表第二（第四条関係）

種類が明らかであつて、一種類であり、かつ、別表第一に掲げる放射性物質以外の放射性物質の

場合の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄

区 分 特別 形放射 性 物質等 であ る場 合 特 別形放 射性 物質 等以 外の放 射

の数量（A1 値） 性 物 質 等 で あ る場 合 の 数 量 （ A2

単位 TBq 値）

単位 TBq

1 2 に 該 当 す る 場 合 以 外 の 場 １の 第一欄 中 のイ、 ロ及 びホ の １ の第一 欄中 のイ 、ロ 、ハ、 ニ

合 該当 する区 分 に応じ 、第 二欄 に 及 びホの 該当 する 区分 に応じ 、

掲げ る数量 の うち最 も小 さい も 第 三欄に 掲げ る数 量の うち該 当

のを A1 値とする。ただし、 40 を する最も小さいものを A2 値とす

超える場合には、 40 とする。 る。ただし、 40 を超える場合に

は、 40 とする。

イ ガンマ線又はエックス線 1 × 10 － 13/ept 1 × 10 － 13/ept

を放出する場合（陽電子消

滅 に よ り 発 生 す る ガ ン マ

線を含む。）

ロ ベータ線を放出する場合 1 × 10 － 12/e β 2.8 × 10 － 14/hskin

ハ 吸入摂取又は経口摂取す ― 5 × 10 － 5/einh

るおそれのある場合（船舶

に設置する原子炉（研究開

発段階にあるものを除く。

）の設置、運転等等に関す

る規則の規定に基づく線量

当量限度等を定める告示（

平成元年運輸省告示第八十

七号）（以下「線量告示」

という。）別表第一中第二

欄又は第三欄に数値の記載

がある場合をいう。）

ニ サブマージョンによる被 ― 1.9 × 10 － 14/hsub

ばくのおそれがある場合（



線量告示別表第一第一欄に

記載している化学形が「サ

ブマージョン」である場合

をいう。）

ホ アルファ線を放出する場 5 × 10 － 1/einh 5 × 10 － 5/einh

合

２ 放出する放射線が一種類 親核 種及び 娘 核種に 対す る１ の 親 核種及 び娘 核種 に対 する１ の

であり、当該放射性物質が 第一 欄の区 分 に応じ 、そ れぞ れ 第 一欄の 区分 に応 じ、 それぞ れ

原子核の崩壊連鎖を生ずる 第二 欄に掲 げ る数量 のう ち最 小 第 三欄に 掲げ る数 量の うち最 小

もの（以下「親核種」とい のもの のもの

う。）であつて、その物理

的半減期がその原子核の崩

壊によつて生ずる放射性物質

（以下「娘核種」という。）

の物理的半減期より長く、か

つ、娘核種の物理的半減期が

10 日以内である場合

３ 放出する放射線が二種類以 それ ぞれの 放 射線に 対す る１ の そ れぞれ の放 射線 に対 する１ の

上の場合（４に該当する場合 第一 欄の区 分 に応じ 、そ れぞ れ 第 一欄の 区分 に応 じ、 それぞ れ

を除く。） 第二 欄に掲 げ る数量 のう ち最 小 第 二欄に 掲げ る数 量の うち最 小

のもの のもの

４ 放出する放射線が二種類以 それ ぞれの 放 射線に 係る 親核 種 そ れぞれ の放 射線 に係 る親核 種

上であり、当該放射性物質の 及び 娘核種 に 対する １の 第一 欄 及 び娘核 種に 対す る１ の第一 欄

物理的半減期が娘核種の物理 の区 分に応 じ 、それ ぞれ 第二 欄 の 区分に 応じ 、そ れぞ れ第三 欄

的半減期より長く、かつ、娘 に掲げる数量のうち最小のもの に掲げる数量のうち最小のもの

核種の物理的半減期が 10 日

以内である場合

備考 ept は 1m の距離における放射性物質の実効線量率係数（ Sv・ Bq-1・ h-1）を、 e βは自己しゃへい体

から 1m の距離におけるベータ線を放出する放射性物質の皮膚の等価線量率係数（ Sv・ Bq-1
・ h-1

）

を、 hskin は皮膚上の放射性物質の単位密度（ Bq・ m-2
）あたりの皮膚の等価線量率係数（ Sv・ s-1

・

Bq-1
・ m2

）を、 einh は当該放射性物質の化学形を考慮しない場合における線量告示別表第一第二欄

又は第三欄に掲げる値（ mSv・ Bq-1）のうち、小なるものを、 hsub はサブマージョン実効線量係数

（ Sv、 s-1
・Bq-1

・ m3
）をそれぞれ示す。

別表第三（第一条の二及び第四条関係）

種類が明らかでない放射性物質の場合又は種類が明らかであつて、一種類であり、かつ、別表第

一又は第二に数量が掲げられていない放射性物質の場合の数量の限度

第 一 欄 第 二 欄 第 三 欄 第 四 欄 第 五 欄

区 分 特 別 形 放 射 性 物 特 別 形 放 射 性 物 放 射 能 濃 度 放 射 能 量

質 等 で あ る 場 合 質 等 以 外 の 放 射

の 数 量 （ Ａ １ 値 ） 性 物 質 等 で あ る

場 合 の 数 量 （ A

２ 値 ）



単 位 TB q 単 位 TB q 単 位 Bq/ ｇ 単 位 B q

1 ガ ン マ 線 又 は ベ ー タ 1 × 1 0
-１

2 × 1 0
-2

1 × 1 0
1

1 × 1 0
４

線 の み を 放 出 す る 放

射 性 物 質 の み が 存 在

す る 場 合

2 ア ル フ ァ 線 を 放 出 し 2 × 1 0
-１

9 × 1 0
-5

1× 1 0
- １

1 × 1 0
３

、 か つ 、 中 性 子 を 放

出 し な い 放 射 性 物 質

の み が 存 在 す る 場 合

3 1及 び 2 以 外 の 場 合 1 × 1 0
-３

9 × 1 0
-5

1× 1 0
- １

1 × 1 0
３

備考 第四欄及び第五欄に掲げる数量について、国土交通大臣が適当と認める場合はこの限りでな

い。

別表第四（第一条の二及び第四条関係）

種類が二種類以上であり、かつ、種類及び種類別の数量の全部又は一部が明らかである放射性物

質の場合（別表第五及び別表第六（第二欄に係るものに限る。）に該当する場合を除く。）の数量

の限度

第 一 欄 第 二 欄 第 三 欄 第 四 欄

区 分 数 量 放 射 能 濃 度 放 射 能 量

単 位 TBq 単 位 Bq/ ｇ 単 位 Bq

放 射 性 物 質 の 種 類 の 次 の 算 式 を 満 た す X1、 X2、 ･ ･ ･、 Xn

全 部 及 び 種 類 別 の 数 の 数 量 同 左 同 左

量 の 全 部 が 明 ら か な

場 合

放 射 性 物 質 の 種 類 の 次 の 算 式 を 満 た す X1、 X2、 ･ ･ ･、 Xn

全 部 又 は 一 部 が 明 ら 及 び y の 数 量 同 左 同 左

か で あ つ て 種 類 別 の

数 量 の 一 部 が 明 ら か

で な い 場 合

備 考 x1、 x2、 … 、 xn は 種 類 及 び 種 類 別 の 数 量 が 明 ら か な 各 放 射 性 物 質 の 数 量 を 、 X1、 X2、 …

、 Xn は そ れ ぞ れ x1、 x2、 … 、 xn に 係 る 各 放 射 性 物 質 に 対 す る 別 表 第 一 、 別 表 第 二 又 は 別

表 第 三 に 掲 げ る 数 量 を 、 y は 種 類 又 は 種 類 別 の 数 量 が 明 ら か で な い 放 射 性 物 質 の 数 量 を

、 Y は y に 係 る 放 射 性 物 質 の 種 類 の 全 部 が 明 ら か な 場 合 に あ つ て は そ れ ら の 種 類 に 対 す

る 別 表 第 一 、 別 表 第 二 又 は 別 表 第 三 に 掲 げ る 数 量 の う ち 最 小 の も の を 、 y に 係 わ る 放 射

性 物 質 の 種 類 の 全 部 又 は 一 部 が 明 ら か で な い 場 合 に あ つ て は y に 係 る 放 射 性 物 質 に 対 す

る 別 表 第 三 に 掲 げ る 数 量 を 示 す 。

別表第五（第一条の二及び第四条関係）

種類が二種類以上であり、かつ、種類の全部又は一部が明らかで、種類別の分率が明らかである放

射性物質の場合（特別形放射性物質等以外の放射性物質等である場合に限り、別表第六（第二欄に

係るものに限る。）に該当する場合を除く。）の数量の限度

x1 x2 xn
+ + ･･･+ = 1

X1 X2 Xn

x1 x2 xn yn
+ + ･･･+ + = 1

X1 X2 Xn Yn



第 一 欄 第 二 欄 第 三 欄 第 四 欄

区 分 数 量 （ A ２値 ） 放 射 能 濃 度 単 放 射 能 量

単 位 TBq 位 Bq/ ｇ 単 位 B q

放 射 性 物 質 の 種 類 の 全 1 同 左 同 左

部 が 明 ら か な 場 合 f1/X1 ＋ f2/X2 ＋ ･･･＋ fn/Xn

放 射 性 物 質 の 種 類 の 1 同 左 同 左

一 部 が 明 ら か な 場 合 f1/X1 ＋ f2/X2 ＋ ･･･＋ fn/Xn ＋ fy/Y

備考 f1、 f2、…、 fn は種類が明らかな各放射性物質の分率、X1、X2、…、Xn は f1
、 f2、…、 fn に係る

各放射性物質に対する別表第一、別表第二又は別表第三に掲げる数量を、 fy は種類が明らかでな

い放射性物質の分率を、Y は別表第三に掲げる数量を示す。

別表第六（第四条関係）

種類が一連の原子核の崩壊連鎖の系列からなり、かつ、その混合比が天然のものと等しい

放射性物質の場合の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄

区分 特別形放射性物質等である場合 特別形放射性物質等以外の放

の数量（A1 値） 射性物質等である場合の数量

単位 TBq （A2 値） 単位 TBq

その系列のすべての放射性物 親核種に対する別表第一、別表 親核種に対する別表第一、別

質（親核種を除く。）の物理 第二又は別表第三の第二欄に掲 表第二又は別表第三の第三欄

的半減期が一〇日を超えず、 げる数量 に掲げる数量

かつ親核種の物理的半減期よ

り短い場合

その系列の娘核種のうち、そ 次の算式を満たす x1、 x2、…、 次の算式を満たす x1、 x2、…

の物理的半減期が一〇日を超 xn の数量 、 xn の数量

え、又は親核種の物理的半減

期より長いものがある場合

備考 x1、 x2、…、 xn は種類及び種類別の数量が明らかな各放射性物質（テラベクレル）を、

X1、 X2、…、 Xn はそれぞれ x1、 x2、…、 xn に係る各放射性物質に対する別表第一、別表第二又

は別表第三に掲げる数量（テラベクレル）を示す。

x1 x2 xn
+ + ･･･+ = 1

X1 X2 Xn

x1 x2 xn
+ + ･･･+ = 1

X1 X2 Xn



別表第七（第十四条の五、第十四条の六、第十七条の三、第十七条の四関係）防護対象特定核燃料物

質

一 区分一

イ 照射されていない次に掲げる物質

(1) プルトニウム（プルトニウム二三八の同位体濃度が一〇〇分の八〇を超えるものを除く。

以下同じ。）及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、プル

トニウムの量が二キログラム以上のもの

(2) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が一〇〇分の二〇以上のウラ

ン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、ウラン二三五

の量が五キログラム以上のもの

(3) ウラン二三三及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、ウ

ラン二三三の量が二キログラム以上のもの

ロ 照射されたイに掲げる物質であつて、その表面から一メートルの距離において、当該物質か

ら放出された放射線が空気に吸収された場合の吸収線量率（以下「吸収線量率」という。）が

毎時一グレイ以下のもの

二 区分二

イ 照射された前号イに掲げる物質であつて、その表面から一メートルの距離において吸収線量

率が毎時一グレイを超えるもの（第三号ニに掲げるものを除く。）

ロ 照射されていない次に掲げる物質

(1) プルトニウム及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、プ

ルトニウムの量が五〇〇グラムを超え二キログラム未満のもの

(2) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が一〇〇分の二〇以上のウラ

ン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、ウラン二三五

の量が一キログラムを超え五キログラム未満のもの

(3) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が一〇〇分の一〇以上で一〇

〇分の二〇に達しないウラン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物

質であつて、ウラン二三五の量が一〇キログラム以上のもの

(4) ウラン二三三及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、ウ

ラン二三三の量が五〇〇グラムを超え二キログラム未満のもの

ハ 照射されたロに掲げる物質であつて、その表面から一メートルの距離において吸収線量率が

毎時一グレイ以下のもの

ニ 照射された次に掲げる物質であつて、照射直後にその表面から一メートルの距離において吸

収線量率が毎時一グレイを超えていたもの（第三号ニに掲げるものを除く。）

(1) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が天然の比率であるウラン並

びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質で原子炉において燃料として

使用できるもの

(2) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が天然の比率に達しないウラ

ン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質で原子炉において燃料と

して使用できるもの

(3) トリウム及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質で原子炉において

燃料として使用できるもの

(4) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が天然の比率を超え一〇〇分

の一〇に達しないウラン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質

三 区分三

イ 照射された前号ロに掲げる物質であつて、その表面から一メートルの距離において吸収線量



率が毎時一グレイを超えるもの（ニに掲げるものを除く。）

ロ 照射されていない次に掲げる物質

(1) プルトニウム及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、プ

ルトニウムの量が一五グラムを超え五〇〇グラム以下のもの

(2) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が一〇〇分の二〇以上のウラ

ン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、ウラン二三五

の量が一五グラムを超え一キログラム以下のもの

(3) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が一〇〇分の一〇以上で一〇

〇分の二〇に達しないウラン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物

質であつて、ウラン二三五の量が一キログラムを超え一〇キログラム未満のもの

(4) ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比率が天然の比率を超え一〇〇分

の一〇に達しないウラン並びにその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質で

あつて、ウラン二三五の量が一〇キログラム以上のもの

(5) ウラン二三三及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質であつて、ウ

ラン二三三の量が一五グラムを超え五〇〇グラム以下のもの

ハ 照射されたロに掲げる物質（照射されたロ(4)に掲げる物質であつて照射直後にその表面か

ら一メートルの距離において吸収線量率が毎時一グレイを超えていたもの及びニに掲げるもの

を除く。）

ニ 照射された第一号イ、第二号ロ、ニ又はロに掲げる物質であつて、その表面から一メートル

の距離において吸収線量率が一グレイ毎時を超えるもの（使用済燃料を溶解した液体から核燃

料物質その他の有用物質を分離した残りの液体をガラスにより容器に固型化した物に含まれる

ものに限る。）

備考 この表において放射性物質の量については、一の船舶で運送される放射性物質の総量とする。



第１号様式（第 15 条、第 18 条の７の２関係）

第一類白標札 第二類黄標札

第三類黄標札 臨界安全指数標札

注 １ 三葉マークは、第２号様式によるものとする。

２ 収納物の欄には、収納され、又は包装されている放射性物質等の名称（当該放射性

物質等が低比放射性物質等に該当する場合にあつては、名称（ＬＳＡ－Ｉに該当する

ものの名称を除く。）及び低比放射性物質等の区分）を記入すること。この場合にお

いて、複数の放射性物質等が収納され、又は包装されているときは、そのうち代表的

なものの名称をできる限り記入することとする。

３ 放射能の欄には、収納され、又は包装されている放射性物質等の放射能の量の合計

放 射 性
ＲＡＤＩＯＡＣＴＩＶＥ

収 納 物
CONTENTS

放 射 能
ACTIVITY

7

0.4ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上

10
セ

ン
チ

メ
ー

トル
以

上

10セ
ン

チ
メ
ー

トル
以

上

0.5セ
ン

チ
メ
ー

トル

0.4ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上

放 射 性
ＲＡＤＩＯＡＣＴＩＶＥ

収 納 物

CONTENTS

放 射 能

ACTIVITY

7
TRANSPORT INDEX

輸 送 指 数

0.4ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上

10
セ

ン
チ

メ
ー

トル
以

上

10セ
ン

チ
メ
ー

トル
以

上

0.5セ
ン
チ

メ
ー

トル

0.4ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上

放 射 性
ＲＡＤＩＯＡＣＴＩＶＥ

収 納 物

CONTENTS

放 射 能

ACTIVITY

7
TRANSPORT INDEX

輸 送 指 数

0.4ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上

10
セ

ン
チ

メ
ー

トル
以

上

10セ
ン

チ
メ
ー

トル
以

上

0.5セ
ン

チ
メ
ー

トル

0.4ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上

CRITICALITY SAFETY INDEX

核分裂性

FISSILE

臨 界 安 全 指 数

7 10
セ

ン
チ

メ
ー

トル
以

上

10セ
ン

チ
メ
ー

トル
以

上

0.5セ
ン
チ

メ
ー

トル



をベクレル単位で記入すること。ただし、核分裂性物質のみが収納されている場合に

あつては、その放射能の量の合計に代えてその質量の合計を記入することができる。

４ ２及び３にかかわらず、収納され、又は包装されている放射性物質等が異なる二以

上の放射性輸送物が収納され、又は包装されているオーバーパック及びコンテナにあ

つては、収納物及び放射能の欄には、「携行書類を見ること（ See Transport Documents)」

と記載することができる。

５ 輸送指数の欄には、輸送指数を記入すること。

６ 臨界安全指数の欄には、臨界安全指数を記入すること。

７ 本邦内のみを運送されるものにあつては英語の部分を、本邦外を運送されるものに

あつては日本語の部分をそれぞれ削ることができる。

８ 標札を放射性輸送物、オーバーパック又は放射性輸送物が収納されているコンテナ

（以下「放射性輸送物等」という。）に付した場合であつて、当該標札と放射性輸送

物等との境界を識別できるように点線又は実線により境界線を明確に表示すること。

９ ふちの内側の線の太さは 2 ミリメートル以上とする。

１０ 色彩は、次表によるものとする。

部 分 色 彩

上 半 分 の 地 黄（第一類白標札及び臨界安全指数標札にあつては、白）

三 葉 マ ー ク 黒

下 半 分 の 地 白

文 字 黒

斜線を施した部分 赤

ふ ち の 部 分 白

ふ ち の 内 側 の 線 黒

区 分 線 黒



第２号様式（第 16 条関係）

三葉マーク

注 １ Ｌは、 0.2 センチメートル以上とする。

60°

L

2L

10L

60°



第３号様式（第 17 条関係）

コンテナ標識

注 １ 三葉マークは、第２号様式によるものとする。

２ Ｌは、 0.5 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上とする。

３ 数字「７」の高さは 2.5 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上とする。

４ 本邦内のみを運送されるものにあつては英語の部分を、本邦外を運送されるものにあつて

は日本語の部分をそれぞれ削ることができる。

５ 国連番号を表示する場合には、下半分の白地上に表示するものとする。この場合において

は、「放射性（RADIOACTIVE)」の文字を削ることができる。

６ 色彩は、次表によるものとする。

部 分 色 彩

上 半 分 の 地 黄

三 葉 マ ー ク 黒

下 半 分 の 地 白

文 字 黒

ふ ち の 部 分 白

ふ ち の 内 側 の 線 黒

区 分 線 黒

５０
Ｌ

0.5セ
ン

チ
メ
ー

トル

放 射 性
ＲＡＤＩＯＡＣＴＩＶＥ

7

２Ｌ以上

５
０
Ｌ



第４号様式（第 17 の 2 条関係）

国連番号用表示

注 色彩は、次表によるものとする。

部 分 色 彩

地 だいだい

ふ ち の 部 分 黒

別記第一（第四条関係）特別形放射性物質等に係る試験

一 衝撃試験

試験しようとする放射性物質等をできるだけ模擬した供試物（以下「供試物」という。）を九メ

ートルの高さから落下させること。

二 打撃試験

供試物を表面が滑らかな鉛板の上に置き、一メートルの高さから一・四キログラムの物体を自由

落下させた場合と同等の衝撃力により、最大の破損を及ぼすように鋼製棒の平端面で打つこと。

この場合において、鉛板は厚さが二・五センチメートル以下のものとし、鋼製棒はその平端面の

直径が二・五センチメートルであり、かつ、その角の半径が〇・三センチメートルのものとする。

三 曲げ試験

供試物を水平にクランプ面からその二分の一が出るように固定し、一メートルの高さから一・四

キログラムの物体を自由落下させた場合と同等の衝撃力により、最大の破損を及ぼすように鋼製

棒の平端面で打つこと。この場合において、鋼製棒は、その平端面の直径が二・五センチメート

ルであり、かつ、その角の半径が〇・三センチメートルのものとする。

四 加熱試験

供試物を摂氏八〇〇度の空気中に一〇分間置くこと。

五 浸漬せき試験

イ 固体状の放射性物質等（カプセルに封入されたものを除く。）にあつては、供試物について

、次に掲げる試験をその順序で行うこと。

(1) 常温の水中に七日間浸漬せきさせること。

(2) 常温の水中に浸漬せきした状態で摂氏五〇度まで加熱し、四時間保持させること。

(3) 摂氏三〇度以上であつて湿度九〇パーセント以上の空気中に七日間置くこと。

(4) 常温の水中に浸漬せきした状態で摂氏五〇度まで加熱し、四時間保持させること。

ロ カプセルに封入された放射性物質等にあつては、供試物について、次に掲げる試験をその順

12ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ

1ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ

1ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ

30ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ



序で行うこと。

(1) 常温の水中に浸漬せきした状態で摂氏五〇度まで加熱し、四時間保持させること。

(2) 摂氏三〇度以上であつて湿度九〇パーセント以上の空気中に七日間置くこと。

(3) 常温の水中に浸漬せきした状態で摂氏五〇度まで加熱し、四時間保持させること。

別記第二（第十条関係） LSA ─Ⅲに係る試験

常温の水中に七日間浸漬せきさせること。

別記第三（第六条、第十二条の二関係）A 型輸送物に係る条件

一 条件

イ 毎時五〇ミリメートルの雨量に相当する水を一時間吹き付けること。

ロ イの条件の下に置いた後、次の条件の下に置くこと。

(1) その質量が、五、〇〇〇キログラム未満のものにあつては一・二メートルの高さから、五

、〇〇〇キログラム以上一〇、〇〇〇キログラム未満のものにあつては〇・九メートルの高

さから、一〇、〇〇〇キログラム以上一五、〇〇〇キログラム未満のものにあつては〇・六

メートルの高さから、一五、〇〇〇キログラム以上のものにあつては〇・三メートルの高さ

から、それぞれ最大の破損を及ぼすように落下させること。

(2) その質量が五〇キログラム以下のファイバー板製又は木製の直方体のものにあつては各コ

ーナーに対して、その質量が一〇〇キログラム以下のファイバー板製の円筒形のものにあつ

ては各縁の四半分ごとに対して、〇・三メートルの高さから、それぞれ最大の破損を及ぼす

ように落下させること。

(3) その質量の五倍に相当する荷重又は鉛直投影面積に一三キロパスカルを乗じて得た値に相

当する荷重のうち、いずれか大きいものを二四時間加えること。

(4) 重量が六キログラムであり、直径が三・二センチメートルの容易に破損しない棒であつて

、その先端が半球形のものを一メートルの高さから当該放射性輸送物の最も弱い部分に落下

させること。

二 液体状又は気体状の放射性物質等に係る追加条件

前号の条件の下に置くほか、次のイ及びロの条件のうち、最大の破損を受ける条件の下に置くこ

と。ただし、気体状のトリチウム又は希ガスが収納されているものにあつては、この限りでない。

イ 九メートルの高さから最大の破損を及ぼすように落下させること。

ロ 前号ロ(4)に規定する棒を一・七メートルの高さから当該輸送物の最も弱い部分に落下させ

ること。

別記第四（第七条関係）BM 型輸送物に係る条件

一 摂氏三八度である環境に一週間放置すること。この場合において、次の表の上欄に掲げる放射

性輸送物の表面の形状及び位置の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる日光の直射による入

熱を一日につき一二時間負荷すること。

表面の形状及び位置 日光の直射による入熱（ワット毎平方メートル）

水平に輸送される平面 底面 〇

その他 八○○

水平に輸送されない下向きの表面 二○○

垂直に輸送される表面 二○○

その他の表面 四○○

二 別記第三第一号の条件の下に置くこと。



別記第五（第八条関係）BM 型輸送物に係る条件

一 第二号の条件の下で放射性輸送物が最大の破損を受けるような順序で次のイ及びロの条件の下

に順次置くこと。

イ 九メートルの高さから落下させること。ただし、その質量が五〇〇キログラム以下、比重が

一以下、かつ、収納され、又は包装されている放射性物質等が特別形放射性物質等以外のもの

であつて、当該放射性物質等の放射能の量が A2 値の一、〇〇〇倍を超えるものにあつては、

これに代えて、質量が五〇〇キログラム、縦及び横の長さが一メートル、下面の端部及び隅角

部の曲率半径が六ミリメートル以下の軟鋼板を九メートルの高さから当該放射性輸送物が最大

の破損を受けるように水平に落下させること。

ロ 垂直に固定した直径が一五センチメートルであり、長さが二〇センチメートルの軟鋼丸棒で

あつて、その上面が滑らかな水平面であり、かつ、その端部の曲率半径が六ミリメートル以下

のものに一メートルの高さから落下させること。

二 第一号の条件の下に置いた後、摂氏三八度の空気中で輸送物内部に収納される放射性物質の最

大発熱量を負荷し、かつ、別記第四第一号に定める日光の直射による入熱を負荷した状態で熱的

に平衡な状態に置いた放射性輸送物を最小〇・九の平均火炎放射率の熱流束にあり、かつ、摂氏

八〇〇度の火炎にさらされる環境に三〇分間置いた後、容器に収納される放射性物質等の最大発

熱量を負荷しつつ、かつ、別記第四第一号に定める日光の直射による入熱を負荷しつつ摂氏三八

度の空気中で冷却すること。この場合において、放射性輸送物の表面の熱吸収率は〇・八又は実

証された値とし、人為的に冷却してはならない。

三 深さ一五メートルの水中に八時間浸漬せきさせること。

別記第六（第八条の二関係） A2 値の一〇〇、〇〇〇倍の放射能を有する放射性物質が収納されてい

る放射性輸送物に係る条件

深さ二〇〇メートルの水中に一時間浸漬させること。

別記第七（第一２条関係） IP ─２型輸送物に係る条件

別記第三第一号ロ(1)、 (2)及び (3)の条件又はこれと同等と国土交通大臣が認める条件の下に置

くこと。

別記第八（第一３条関係）核分裂性輸送物に係る条件

一 別記第三第一号イの条件の下に置くこと。

二 前号の条件の下に置いた後、次の条件の下に置くこと。

イ 別記第三第一号ロ(1)の条件の下に置くこと。

ロ 別記第三第一号ロ(2)、(3)及び(4)の条件の下に置くこと。

別記第九（第一四条関係）核分裂性輸送物に係る条件

一 放射性輸送物内部の空間について水の浸入又は浸出があること。ただし、水の浸入又は浸出を

防止する特別な措置が講じられた空間にあつては、この限りでない。

二 放射性物質等は中性子増倍率（原子核分裂の連鎖反応において、核分裂により放出された一個

の中性子ごとに、次の核分裂によつて放出される中性子の数をいう。）が最大となる配置及び減

速状態にあること。

三 密封装置の周囲に、厚さ二〇センチメートルの水による中性子の反射があること。

別記第十（第一四条関係）核分裂性輸送物に係る条件



次の各号の条件のうち、最大の破損を受ける条件の下に置くこと。

一 次の条件の下に順次置くこと。

イ 別記第八の条件の下に置くこと。

ロ ハの条件の下で放射性輸送物が最大の破損を受けるような順序で次に掲げる条件の下に順次

置くこと。

(1) 別記第五第一号ロの条件の下に置くこと。

(2) 九メートルの高さから落下させること。ただし、その質量が五〇〇キログラム以下、比

重が一以下のものにあつては、これに代えて、質量が五〇〇キログラム、縦及び横の長さ

が一メートル、下面の端部及び隅角部の曲率半径が六ミリメートル以下の軟鋼板を九メー

トルの高さから当該放射性輸送物が最大の破損を受けるように水平に落下させること。

ハ 別記第五第二号の条件の下に置くこと。

ニ 深さ〇・九メートルの水中に八時間浸漬せきさせること。ただし、規則第八十一条第二号に

おける臨界の評価の際に、水の浸入又は浸出があらかじめ想定されているものにあつては、こ

の限りでない。

二 次の条件の下に順次置くこと。

イ 別記第八の条件の下に置くこと。

ロ 深さ一五メートルの水中に八時間浸漬させること。

別記第十一（第十四条関係）核分裂性輸送物に係る条件

一 別記第九第三号の条件の下に置くこと。

二 当該核分裂性輸送物相互間は中性子増倍率が最大となるような状態とすること。

別記第十二（第十四条の三関係）六フッ化ウランを収納している放射性輸送物にかかる条件

次の各号の条件のうち、いずれかの条件

一 次の条件の下に置くこと。

イ 二・七六メガパスカル以上の圧力を水圧で負荷すること。

ロ 運送中に予想される圧力の最大値の二倍の圧力を水圧で負荷した後、当該最大圧力の一・五

倍の圧力まで下げること。

ハ 弁を取り付けた後、〇・六九メガパスカルの気圧を負荷すること。

二 次の条件の下に置くこと。

イ 一・三八メガパスカル以上の圧力を水圧で負荷すること。

ロ 前号ロ及びハの条件

別記第十三（第十四条の四関係）六フッ化ウランを収納している放射性輸送物にかかる条件

別記第三第一号ロ(1)及び(2)の条件の下に置くこと。

別記第十四（第十四条の四の二関係）六フッ化ウランを収納している放射性輸送物にかかる条件

別記第五第二号の条件の下に置くこと。


